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大管長会メッセージ

安息 日 喜びの 日

大 管 長

ス ベ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

あ る年の秋・私はステーキ部絵 畑 席す
る ため に， 合 衆国 西部 の 田園地 方 を訪 れ

た。私 が着 いたの は土 曜 日の 夕方 で， その晩

は ステー キ部長 宅 に泊 まった。翌 朝， 私 た ち

.は大会 の会 場 に向 か った。 距離 に して，8，

9キ ロほ どで あ った。 その途 中， 私 た ちは幾

つ か の農場 の 前 を通 ったが， 農場 の様 子 か ら，

人々が安 息 日を守 って い る こ とは明 らか で あ

っ た。 『

小麦 の実 った美 しい畑に は， 前 日の 夕方か

ら置か れ てい るの で あろ う， 農機 具 が放 置 さ

れ て いた。 干 し草 の 山 も半 分積 み かけ で， ま

だ畑 には 多 くの干 し草 が残 され て いた。 また，

小 麦の 刈取 りも途 中で あ った。す べ てが休 息

して いる よ うであ った 。

私 たちは 町 に入 ったが ， そ こに も， 平安 と

の どけ さが た だ よって い た。槌 の音 も聞 こえ

なけれ ば， 機械 の 音 も しない。 人の働 い てい

.る気配 は全 くな い。私 た ちが見 た ものは ただ，

教 会堂 に 向か う人々だ けで あ った。

そ こで私 は， この素 晴 ら しい情 景 につ いて

ステー キ部 長 と語 り合 い， ホー ム テ ィー チャ

ー が ステー キ部 内 を くまな く回って
， ソル ト

レー クか ら訪 問者 があ る こ とをみん なに話 し

で も したの です か と尋 ねた 。す る とステー キ

部 長は 答 えた。「いいえ，教会 員 の皆 さん はい

つ もこの よ うに して安 息 日を聖 く過 ごす んで

す 。本 当 に うれ しい こ とです よ。 このス テー

キ部 では， ほ とん ど全部 の家 族 は毎週 日曜 日，

教 会の 集会 に 出席 します 。」彼の言 う通 りであ

るこ とは記 録が 示 して いた。

そ よ風が 吹 き，静 か で，暖 か く，心地 良 い，
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麗 しい 日で あ った。 か なたの 丘 は，す でに 秋

の色 を濃 くして いた 。美 しい畑 と家， 満 た さ

れ た快 い雰.囲気が そ こに あ った。 その 日の 集

会 は 非常 に平安 に満 ち，得 る もの が 多 く，満

ち足 りた集 いで あっ た。

そ れ とは対 照的 な経 験 もあ る。 ステ ー キ部

大 会 に 出席す る ため に別 の地方 を訪 れ た時，

私 は 日曜 日の朝 早 く， ひ どい騒音 に 目を覚 ま

した。 狩猟 服 を着 込み ， ラ イフル銃 を手 に し

て出か け る人 々の 自動 車の 騒音 で あ った。 山

へ 鹿狩 りに 出か け よ うとして いた 。

またあ る安 息 日に，私 は田舎 を車 で 走 った

時 ，汗 び っ し ょ りに なって 草刈機 械や 干 し草

作 業車 を運 転 し，干 し草作 りに励 んで い る人

人 を大 勢見 た。

さ らに， 映画 館 の前 に長 蛇の列 をな して い

る人々 ， ピ クニ ッ ク，バ ス ケ ッ トや運 動用 具

を もって海 浜や 峡 谷に 向か って い る人々 を，

安 息 日に見 かけ た こ と もあ る。

現 在， 世 の 多 くの人 々が安 息 日の律 法 を犯

して い る。安 息 日にな る と， 湖 に た くさんの

ボー トが浮 かび， 海 岸 に人が 群が り， 映画 館

が 満席 に な り， ゴルフ場 に 入々が 集 ま る。安

息 日が ロデ オや競 技 ，家族 の ピ クニ ックに絶

好 の 日とされ，.野球 の試合 さえ この聖 日に行

なわれ る。 多 くの 人々が この 日をいつ も と同

じ商 いの 日とし， 聖 な る 日 とい う意識 は持 っ

て い ない。 また， 多 くの人 々が この 日を行 楽

の 日 として い るため， 彼 らが 楽 しみ に興 じ散

財 す る こ とをね らって，仕 事 に精 出す 人 々 も

大 勢 い る。

多 くの 人々は， 安 息 日の律 法 を破 る こ とを

それ程 重大視 して いな い。 しか し，私 たちの

天 父か ら見 る と， そ う した行 為 は大切 な戒 め

に従 って いな い こ とに な る。 シナ イ山 を下 り

て 来 たモー セは， 恐 れ おの の くイ スラエ ルの

民 に， 生活 の規 範 であ る十戒 を与 えた。 しか

しこれ らの 戒め は新 しい もので は なか った。

それ はす でにア ダ ム とその子 孫 に告 げ知 らさ

れ ，・時 の初 めか らそれ に従 って 生活 す る よ う

に命 じられ て いた もの で， 主が モー セ に繰 り

返 し与 え られた にす ぎな いの であ る。 これ ら

の戒 め は， 人々が 「主 な る彼 らの神 の命 じた

まわ んすべ ての こ とを」(ア ブ ラハ ム3：25)

なす か ど うか を見 るため， この世 に先立 って

天 上 の会議 で定め られ た試 しの一 部 なのである。

十戒 の第一 番 目の戒 め は，主 を礼拝 す る よ

うに とい うこ とであ る。 そ して ， 第4番 目に，

この礼 拝 を行 な う特別 な 日と して安 息、日が指

定 され てい る。

「あ なた はわ た しの ほか に， な に もの を も

神 と して は な らない。 …一

安 息 日 を覚 えて， これ を聖 とせ よ。

六 日の あ いだ働 いて あ なたのす べ ての わ ざ

をせ よ。

七 日目はあ なた の神， 主 の安 息 であ るか ら，

なんの わ ざ を もしては な らない。 あなた もあ

なたの むす ご， 娘， し もべ ， は しため ，家畜 ，

また あな たの 門の うちにい る他 国の 人 もそ う

で あ る。

主 は 六 日の うちに， 天 と地 と海 と， その 中

のす べ ての もの を造 っ て， 七 日目に休 まれ た

か らで あ る。 それ で主 は安 息 日を祝 福 して聖

とされ た。」(出 エ ジプ ト20：3，8-11)

「安 息 日を覚 え て
，これ を聖 とせ よ。」これ

こそ， シナ イ 山の雷 鳴 を もって神 が下 され た

神 聖 な命 令 で あ り，廃 止 も変 更 も され てい な

い 。む しろ，近 代 に再 び強調 され たほ どであ る。

「され どこの 主 の聖 日に於 ては
， い と高 き

者 に汝 の捧物 と聖 式 とを奉 りて， 兄弟 たち に

向 い主 の前 に於 て汝 の罪 を告 白す るを忘 るべ

か らず 。

而 して汝 この 日には他 に何事 を もなす こ と

なか れ 。言 い換 うれば 汝悦 び を以 て充 され ん

た め， 真心 をこめ てそ の食物 を支 度す るこ と

の み を為 す べ し。」(教 義 と聖 約59：12-13)

主の 日に狩 りや 魚釣 りをす るこ とは， この

日を聖 としな い。安 息 日に耕 作や 収穫 をす る

こ と も，主 の 日を聖 とは しな い。 この 日に峡

谷 ヘ ピ クニ ッ クに 出か け る こ と，.競技や ロデ

オ， シ ョー ， その 他の 催 しに行 くこ とは， 主

の 日を聖 と しな い行為 で あ る。
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妙 な話 であ るが ， 末 日聖 徒 の 中に， ほか の

面で はすべ て忠実 で あ りなが ら，安 息 日の こ

とに な る と自分 の行為 を正 当化 し，時 折教 会

の集会 を休 ん で遊 びに 出かけ て しま う人々 が

い る。解 禁 の 日に行 か なけれ ば釣 りのだ い ご

味が味 わ えな い， 日曜 日を抜 い た ら連 休が 短

くな る，安 息 日に行 か ない と見 たい映 画 を見

過 ご して しま う， これが 彼 らの言 い分 であ る。

しか も，家 族 とも ども安 息 日の律 法 を破 るの

である。

救 い主 は言 われ た。 「そ れだか ら，これ らの

最 も小 さい いま しめ の一 つ で も破 り， また そ

うす るよ うに 人に教 えた りす る者 は， 天 国 で

最 も小 さい者 と呼 ばれ るで あ ろ う。」(マ タイ

5：19)

ス ポー ツ， ピ クニ ッ ク， 運動競 技 ，映 画等

のレ ク リエー シ ョン を週 日に行 な う分 には，

何 ら問題 は ない。健 全 な レ ク リエー シ ョンは

生 活に 活気 を生 む 力 とな るか らで あ る。そ し

て教 会 は， 組織 として， この種 の活動 を積極

的 に推 し進 め て いる。 しか しすべ ての事 柄 に

は， ふ さわ しい時 と場 所が あ る。す な わ ち，

働 く時，遊 ぶ 時， 礼拝 す る時が あ るの であ る。

安 息 日を守 るには犠 牲 と自制 が要 求 され る

とよ く言わ れ る。 しか しその 言葉 は 当た らな

い。 ただ，計 画 した こ とを いつ 行 な うか とい

うだけ の こ とで あ る。時 間は十 分 に あ る。特

に近年 は，週 の6日 間の 内に働 き， 遊 ぶ時 間

を十分 に とる こ とが で きる。安 息 日を避 け て，

週 日の活動 を計画 し行 な う多 くの 時間 が あ る。

あ るス カウ トの団体 は， 毎年 夏季 に，安 息

日に 出かけ て次 の安 息 日に帰 って くる キャ ン

プ を計 画 してい た。 その ため， この連 盟 に所

属 して いた末 日聖 徒 の青 少年 は，連 続 して2

回， 日曜 日の教会 活動 が で きなか っ た。 そ こ

で教会 が連盟 の役 貝 に スケ ジュー ルの 変更 を

お願 い した ところ， キ ャンプ の 日程 が 金曜 日

か ら翌 週の 金曜 日までに変 更 され た。 しか も，

その間 の 日曜 日に， キ ャンプ に参加 した少年

たちの ため に宗教 プ ロ グラムが 組 まれ たの で

あ る。
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他 方， あ るセ ミナ リー ・グルー プ は， 日曜

日に山 で集会 を開 く計 画 を立 て た。 そ して，

そ のプ ロ グラム を認 め て も らうため に， その

日の活動 の 一環 として証 会 を計画 した。 こ う

して彼 らは 集会 を開 き，霊 的 な一 時 間 を過 ご

した。 しか し，証 会の 後は， ピ クニ ッ ク， ゲ

ー ム，ハ イキ ン グ， 山登 り とい ろい ろな活 動

が行 なわれ ，安 息 日の精神 な ど微 塵 も見 られ

なか った。 一時 間 を敬慶 に過 ご したか ら と言

って， その 日一 日が聖 日に な るわけ では な い

の で あ る。

戒め は， 人か ら何 か を奪 うため に あ るの で

はな い。神 が その僕 に下 され るあ らゆ る戒 め

は， それ を受 け入 れ，従 う人々 を益 す るため

にあ るの で ある。従 って，安 息 日を注意深 く，

厳 密 に守 る 人には 恵み が もた ら され る。一 方 ，

神 の律 法 を破 る人は苦 しみ を被 るの であ る。

安 息 日の戒 めに は， 人の行 動 を制 限す る部

分 が あ る。す な わち，安 息 日に は 「な んの わ

ざを もしては な らな い」 とあ る。 しか し同 時

に，積 極 的 に行 なわ なけれ ば な らない事 柄 も

ある。 「祈 りの家 に行 きて… …汝 の聖 式 を捧 ぐ

べ し。… … い と高 き者 に礼 拝 を捧 ぐべ き 日な
かおかたち

れば な り。… …悦 ば しき心 と愉快 な る顔 容 と

を以 て なせ ……」(教 義 と聖約59：9-10，15)

安 息 日は， た だい たず らに家 の 周囲 を散 歩

し， 庭 をぶ らぶ ら歩 き回 る ため に あ る 日では

な い。 この 日は， 教会 の集 会 に出 席 して主 を

礼拝 し，福 音 の知 識 を得， 家族 と楽 しい時 間

を過 ご し，音 楽 と歌 で精神 を高 揚 させ るため

にあ る ので あ る。

安 息 日は，価 値 あ る，聖 い事 柄 を行 な う聖

日であ る。仕事 とレ ク リエー シ ョン を控 え る

ことは大切 であ るが， それ だけ で は十 分 でな

い。安 息 日には思 い と行 ない を建 設的 な もの

にす る必要 が あ る。安 息 日に何 の 目的 もな く

ぶ らぶ ら歩 き回 る人 は，安 息 日の戒 め を破 っ

てい る人で あ る。 この戒め を守 る人は， ひ ざ

まず いて祈 り， レ ッス ンを準備 し， 福音 を学

び，瞑 想 にふ け り，病 気の 人や 悲嘆 に暮 れ て

い る人 を見舞 い， 宣教 師 に手紙 を書 き， 午睡



し， 健全 な本 を読 み ， 出席す るよ う期 待 され

て い るす べ ての集 会 に 出席す る 日と して， こ

の 日を過 ごす で あ ろ う。

私 の知 り合 いの ひ と りに， 日曜 日に一冊 良

い本 を読 め ば教会 の 集会 で学 ぶ以上 の もの が

得 られ る，集 会の 話 は 自分 に は物 足 りな い，

と言 う人が い る。 彼 は善 良な 人で は あるが，

考 え違 い をして い る。私 た ちが 安 息 日の集会

に出 席す るの は楽 しむため で もな けれ ば， た

だ単 に教 え を学 ぶ ため で もな い。主 を礼 拝す

るため に集 うので あ る。 それ は個 人の責 任 で

あ る。 も しも心 か ら主 を礼拝 した い と思 う人

☆ ☆

私たちが安息 日の集会に出席する

のは楽 しむためでもなければ，ただ

単に教えを学ぶためでもない。主を

礼拝するために集うのである。あな

た 自身が集わなければ，それがてさ

ないのである。だれもあなた に代わ

って礼拝することはでさない。あな

たが自分 自身で主を礼拝 しなければ

ならないのである。

☆ ☆

であ れば， 説教 台 か ら何 が 語 られ よ う と， 主

を礼拝 す るため に集 会 に 出席 し， 聖餐 に あず

か り， 麗 しい福 音 に思 い を向け る こ とだ ろ う。

従 っ て， あな た 自身が集 わ なけ れば， それ が

で きないの で あ る。 だれ もあな たに代 わ って

礼拝 す る こ とは で きな いの であ る。

私 た ちは， 他 の戒 め と同様， この戒 めに 関

して も予 言者 ヨシ ュアの 言葉 に従 お うでは な

いか 。「それ ゆ え，いま，あ なたが たは 主 を恐

れ， まこ と と， ま こころ と，真 実 とを もって

……主 に仕 えな さい。 …… あ なたが た の仕 え

る者 を， きょ う，選 びな さい。 た だ し， わ た

し とわ た しの家 とは共に 主に仕 え ます。」(ヨ

シュア24：14-15)

そ うす る時に私 たちは， イス ラエルの 民に

約 束 された祝 福 を得 る こ・・とがで きるの であ る。

「あ なたが た はわ た しの安 息 日を守 り
， ま

たわ た しの聖 所 を敬 わな ければ な らな い。わ

た しは主 で あ る。

も しあな たが たが わた しの定 めに 歩み， わ

た しの戒 め を守 って， これ を行 うな らば，

わ た しはそ の季節 季節 に， 雨 をあ なたが た

に 与 え るであ ろ う。 地 は産物 を出 し，畑 の木

木 は実 を結 ぶ であ ろ う。

あ なたが た の麦打 ちは，ぶ ど うの取 入れ の

時 まで続 き， ぶ ど うの取 入れ は，種 ま きの時

まで続 くであ ろ う。 あ なたが た は飽 きるほ ど

パ ン を食べ， また あな たが たの地 に安 らか に

住 む であ ろ う。

わた しが 国に平 和 を与 え るか ら， あ なたが

た は安 らか に寝 る こ とが で き， あなたが た を

恐れ さす もの は ない であ ろ う。」(レ ビ26：2

-6)

しか し現在 ，安 息 日だか ら と言 って機械 を

止め る こ とは で きな い とい うこ とで， 多 くの

産 業 が仕事 を続け て いる。 これ らの産 業 の労

働 者 は，日曜 日に も 「働 か なければならない。」

現 実 はそ うで あ るか も しれない。しか し，「必

要 は発 明 の母」 であ る。私 は，産 業 に従事 す

る人 々全 員が安 息 日を聖 日に しよ う と決心す

るな らば， 日曜 日に働 く必要 が ない よ うに，

新 しい生産 方法 が発 明 され るで あろ うと考 え

て い る。

救 い主 は ，安 息 日にも牛 が穴 に落 ち込 む こ と

のあ る こ とを知 って お られ た。 その よ うな場

合， 必 要 で あれ ば， 人が 穴か ら牛 を引 き上 げ

てや らな け れば な らな い。 しか し， 毎週 故意

に牛 を穴 に落 とす者 もいな い。 また， 穴に落

ち込 んだ 牛 を放 って お く者 もい ないで あ ろ う。

安 息 日で も働 か な けれ ばな らな い人 々のい

る こ とは確 か で あ る。 事実 ， あ る種 の仕事 ，

例 え ば病 人の看 護等 は必要 で あ り，安 息 日を

聖 い 日とす るのに役 立 つ。 しか し， この よ う
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な仕 事 に携 わ る時 に特.に考 慮 しな けれ ば な ら

ないの が， その時 の私 たちの気 持 ち であ る。

富 を増 す ため に安 息 日に働 こ う とす る人 々

は， 戒め を破 っ てい る。必 ず しも安 息 日に し

な くて も よい仕 事 で得 たお 金 は，不 浄 なお 金
.だか らである げ主の 戒 め に従 わず に安 息 日に

働 き， それに よ って得 た不 浄 な収 入の一 部 を

什分 の一 あ るい は献金 と して主 に差 し出す 人

を想像 して いただ きたい。 現在 も， 旧約 の 時

代 と同 じように，主 に差 し出す 捧げ 物 は， 「傷

の ない もの」 でな けれ ば な らない 。 しか し，

不 当に安 息 日に働 い て得 たお金 は， 決 して こ

の条件 を満 たせ な いの で あ る。

また，安 息 日に 日用 品 を買 った り，催 しに

出か け た りす る人 々， す なわ ち商店や 娯 楽場

の営 業 を助 長す る人々 も，安 息 日を破 って い

る。 もし もイス ラエル の民 と同 じよ うに主 に

そむい て，主 の 日に物 の売 り買 い を し， 商売

し， またそれ を助 け， 主の戒 め を破 るな らば，

大 きな罰 が下 され る と警告 され て い る。 これ

はいつ の時代 に も適用 す る，全 人類 に対 す る

警告 で あ る。

古 代 のイ スラエ ルの 律法 では ，安 息 日を犯

した人 々には 直 ちに厳 しい罰が 下 され る とい

う規 定が あ った。 しか し現 在 はそ の規定 が な

い。 だか ら と言 って， 現在 は 当時 ほ どこの律

法 を重要視 して いな い とい うわけ では ない 。

現 に，主 か ら予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に下 さ

れた啓示 の 中で，安 息 日を尊ぶ こ との 大切 さ

が強 調 され てい る。

「汝 なお さ ら充 分 に世 の汚 れに染 ま ざる様 ，

祈 りの家 に行 きて わが 聖 日に 汝の聖 式 を捧 ぐ

べ し。」(教 義 と聖 約59：9)

特 に， これは従 わ なけ れば な らな い戒め で

あ る とい うことに注 意 して いた だ きた い。'

「そは誠 に この聖 日は
， 汝 命 ぜ られ て働 き

を休 み， い と高 き者 に礼拝 を捧 ぐべ き日なれ

ばな り。

さ りなが ら汝 の誓 言 は，正 し く毎 日常 に神

に捧 げ られ ざるべ か らず 。

され どこの主 の聖 日に於 て は， い と高 き者
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に汝 の捧 物 と聖式 とを奉 りて， 兄 弟 た ちに向

い主 の前 に於 て 汝の 罪 を告 白す る を忘 る琴 か

らず 。 ，

而 して汝 この 日に は他 に何事 を もなす こ と

なか れ 。た だ汝 が断 食 を完か ら しめ ん ため ，

言 い換 うれ ば汝悦 び を以 て充 されん ため， 真

心 を こめ て その 食物 を支度 す る こ とのみ を為

すべ し。」(教 義 と聖約59：10-13)

ここ で注 目してい ただ きたいの が， 主 は安

息 日とそれ を正 し く守 るこ との大切 さ を強 調

す る中 で， 「正 し く毎 日常 に」行 な うこ とを民

に求 め てお られ る とい うこ とで ある。

私 は訪 問す る先 々の 地方 で，安 息、日に仕事

を休 み，戒 め に従 う忠 実 な人 々に いつ も会 う。

安 息 日には決 して家畜 を移動 しな い牧畜 家，

果 物 の 出回 る季 節 に は昼夜 を問 わ ず営業 す る

が安 息 日には 必ず 店 を閉 じる道端 の果物 店，

主の 日には店 を開 け ない薬 局， 食堂 ，屋 台店 。

商 店主 も主 の律 法 に従 うこ とに 本 当の満 足 を

得 て い る よ うに思 われ る。私 は この よ うに し

て働 く善良 な人々 を見 ると， うれ しい だけ で

な く， 彼 らの信 仰 と実 直 さに祝福 が 与 え られ

る よ うに と願 う気持 ちが湧 き上 が って くる。

主 は予 言者 イザ ヤ を通 して次 の よ うに言 っ

てお られ る。

「『…… わが聖 日に あな たの楽 しみ をな さず ，

安 息 日を喜 び の 日と呼 び， 主の聖 日を尊 ぶべ

き日 ととな え， これ を尊ん で， お のが道 を行

わず， お のが楽 しみ を求め ず， む な しい言葉

を語 らない な らば ，

その時 あ なた は主 に よって喜 び を得， わた

しは， あな たに地 の高 い所 を乗 り通 ちせ ， あ

な たの先祖 ヤ コブの嗣 業 をもって ， あな た を

養 う』。 これ は 主 の 口か ら語 られ た もの で あ

る。」(イ ザ ヤ58：13-14)

☆ ☆



質 疑 応 答

本 誌 の 回答 は問 題解 決 の一 助 と して与 え

られ た もの で あ り，教 会 の教義 を公 式 に

宣 言 す る もので は あ りませ ん。

マサ チ ュー セ ッ ツ州 ケ ンブ リッジ

イ ン ステ ィテ ユー ト指導 主 事

ス テ ィ ー プ ・ギ リ ラ ン ド

末 日聖徒は日曜 日に勤務する仕事

に就いてはならないので しょうか。

「 一 この勤務 は 交替制 なん だ。 だか ら， 日
一

曜 日で も出勤 しな くち ゃな らな いこ と

が あ る。」係 長が このよ うに 言 い ました。この

職 場.で働 くように なっ た末 日聖 徒 は， 係長 の

言葉 を聞 きなが ら考 え ま した。安 息 日は聖 日

と して守 りたい 。で も生 活す るだ けの収 入は

得 なけれ ば な らない 。 それに， 就職 口は あ ま

りない。安 息 日を大切 に して この収 入 の良 い

仕 事 をあ きらめ る こ とが は た して 彼に で き る

で し ょうか。 彼は こ の こ とを どの よ うに考 え

れば よ いの で しょ うか 。

安 息 日の仕事 について，あ る人は， 「安 息 日

に出勤 しなけれ ば な らな い よ うな ら，転職 す

るん だね 」 と， い と も簡単 に 言 ってのけ るか

もしれ ませ ん。 しか し， この 問題 は もっ と深

く掘 り下 げ てみ る必要 が あ ります。

例 えば， あ る種 の公 務 は，安 息 日に も休 め

ませ ん。病 院の職 員や 救急 車 の運転 手，警 察

官 ，消 防士 等， 緊急 の仕事 に従 事す る人々は

常 時勤 務体 制 を とっ てい なけれ ば な りませ ん。

もし もバ スや タ クシー が 日曜 日に走 らなけれ

ば，他 に交 通手 段 の ない 人々は どの ように し

て教会 へ行 け る で し ょうか 。 また， 日曜 日の

旅 を最 小 限に しよ う として旅 行 者が 利用す る

ホテ ルで働 く人々 につ い ては ど うで しょ うか 。

あ る種 の仕事 は 日曜 日に も欠 かせ ませ ん。

また， この よ うな仕 事 をすべ て教 会員 で ない

人々に 託す とい う立 場 を とって はな らな い と

思 い ます。 すべ て の貴 い職 業 に善 良 な末 日聖

徒が 携 わ り， 同僚や 奉仕 す る相手 の 人々に感

化 と祝 福 を与 え るよ うにす る こ とが必要 です 。

従 って，安 息 日の 仕事 の 問題 は常 に個 人 の

問題 とな ります 。 あ る種 の仕事 は 日曜 日に行

な うこ とが正 当 と認 め られ， また同時 に必要

です 。 この こ とを理 解 した上 で， 私 たちは，

「この仕 事 は 日曜 日で なけれ ば で きない もの

だ ろ うか」 と自問 してみ る必要 が あ ります。

た とえ 自分 の決 定 が 多 くの 人 々の生 活に影

響 を及 ぼす もの であ っ て も， その 決定 に伴 う

責 任 はす べ て 自分 に かか っ て きます。 しか し，

私 た ちは 自分 ひ と りで決 め る必 要 はあ りませ

ん。 この よ うな 大切 な決定 に は， 霊感 と導 き

を与 え て下 さ る と;主 は約 束 して お られ ます 。

す で に 日曜 日の出 勤 を求 め られ る仕事 に就

い てい る入 は， 次 の よ っに 自問 してみ るこ と
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です 。

日曜 日の勤務 を変 える方 法は 何か な いだ ろ

うか 。 スケ ジュー ル を変 更 で きな いだ ろ っか。

自分が 日.曜日に働 か なけ れ ば，職 場 の同僚

に迷惑 がか か るだ ろ うか 。 日曜 日の交 替勤務

を変 え られ ない だ ろ うか 。

この職 場 を辞め た ら，家 族 は ど うな るだろ

うか。家 族 の生 活が保 証 され， しか も教会 の

すべ ての集会 に 出席 し， 主の 戒め に従 うこ と

ので き る勤め 口が， ほか に あ るだ ろ うか 。

この まま仕 事 を続 け てい て， 日曜 日の 集会

に 出席で きるワー ド部が どこか近 くに ないだ

う つか。

自分の仕 事 を口実 に して怠 けて は いな いだ

う つか。

夫婦 で， あ るい は家族 全 員 で以上 の事 柄 に

つ いて話 し合 い， あ なた の答 え を主 に話 し，

相談 して下 さい。

そ して， ひ とたび主 に受 け 入れ られ る決 定

を祈 りゐ 気持 ち を もって下 した な らば， た と

え， それ が 日曜 日の勤務 を求め る仕 事 を継 続

す る とい う決 定 であ って も， あ るい はそ の よ

うな仕事 に これ か ら就 くとい うこ とであ って

も， み た まの導 きが あ る限 りそ の道 を歩 み続

け る よ うに しま し ょう。 その 時， あ なた の こ

と を誤解 して非 難す る教 会貝 が いて も赦 しま

す 。

日曜 日の勤務 が あ る時に， どの よ うに すれ

ば 引 き続 き霊 的な 成長 を図 る こ とが で き るで

しょ うか 。次 の提案 は， 末 日聖 徒 の実際 の体

験 か ら引 き出 した ものです 。

1.安 息 日の 初め に特 別 な礼拝 の 時間 を とる。

結 婚 してい るな らば， 家族 と共 に その よ うな

時 間 を とる。遠 出す る時や ， 時間 が不都 合 な

場 合 ，土 曜 日の 夕方 か ら安 息 日に してい る人

もい る。

2.旅 行 す る場合 ，聖 典や 教 会の 出版 物 を読

む 。神権 会 に 出席 で きない兄 弟 た ちに とって

は， 「メル ケゼ デ ク神 権個 人学習 ガイ ド」の個

人学 習 が役 立 って い る。

3。 自動 車 の運転 や そ の他， 読書 に 集 中で き

ない仕事 の時 は， カセ ッ トテー プ を利用 す る

とよい。

4.た とえ職 場 で着 替 え な くて は な らな くて

も，安 息 日の 服装 で出 か ける。特 に，近 くの

ワー ド部 の聖 餐会 に 出席 で きる場 合 は， な お

さ らで ある。

5.機 会 を見 つけて，人 に親切 にする。 「今 日

は働 きた くなか ったん だ」 とい うよ うな態度

を とらない。 また，勤務 して い るこ と を弁解

しない。 よ く祈 り， 周 囲 の人 々に祝 福 をもた

らす こ とが で きる よ う主 の導 きを求 め る。

6.伝 道 す る。 日曜 日を意 識 して い るの はあ



}

な たひ と りでは な い。 日曜 日に は平 日よ りも

多 くの人 々が宗 教 の話 に心 を開 くもの で ある。

証 を述べ な さい。

7.で きる限 り多 く教会 の集 会 に出 席す る。

時に は仕事 着 で集 会 にか けつ け なけれ ば な ら

ない こ とが あるか も しれ な い。 しか し，服 を

着 替 え るのに時 間が か か って集 会 に出 席で き

ない よ りは よい。

8.あ る医 師は， 当直 の 日曜 日には家 族 を病

院に 呼 んで一 緒 に食事 を し， その 後部 屋の 片

隅で 少 しの時 間聖典 を読み ，福 音 につ いて 話

し合 うよ うに して い る。 また， 子供 た ちは 日

曜 学校 で学 ん だ こ とを父親 に話 して聞かせ る。

その様子 を見て い た他 の人 々 も， 教会 員 では

な いが， 日曜 日に は家族 を病 院 に呼 んで一 緒

に 食事 をす る よ うに な った。 静か な模 範は 多

くの 人々 の生 活 に大 きな影 響 を及 ぼす 。

9.あ る兄 弟 は， 日曜 日に家族 の祈 りをしな

か った こ とは一 度 もない。 日曜 日に家 を留守

にす る時 には， 家族 に電 話 をか け，受 話 器の

回 りに 全員 を集 め て電話 を通 して祈 りをす る。

10.平 日に祈 り と瞑 想 の時 間 を 多 くとる。

11.休 憩時 間や 暇 な時 間 を聖 典 を読 んだ り，

瞑 想 した りす る こ とに あて る。休 憩時 間 に他

の 人々 を誘 い，一 緒 に聖典 を読み ，学 ぶ 。

日曜 日の勤 務 に あた って い る人々 は， ほ と

ん ど教 会 の集 会 に 出席 で きない とい う状態 で

す。 そ のため ， あ る教 会 員 は最 初 集会 に 出席

で きな い こ とに不 平 を言 って い ま した が， 今

で は他 の 聖徒 た ち と一 緒 に礼拝 した い とい う

飢 え さ え感 じる よ うに な って い ま す 。「聖徒

た ち と集 って 一緒 に讃 美歌 を歌 え る とい うこ

とは， 素 晴 ら しい特権 で す。今 の私 に とって

とて も大切 な こ とは， 教 会の すべ ての 集会 に

出席す る とい うこ とです 。で すか ら，12時 間

の勤 務 を終 え た後 で も， 集 える場所 で教 会 の

集会 に 出席す るよ うに してい ます。」

また， ほか の 日に家族 と共 に特別 な礼拝 行

事 を開 い てい る人 もいます 。

この よ うに， 日曜 日に仕 事 を して いて も毎

週 安 息 日を過 ごそ う と努め て い る忠 実 な聖 徒

た ちが い ます 。彼 らを見 る と，私 は， 日曜 日

に仕 事 を して い な くて も時 々特別 に霊 的 な 日

として この 日を過 ご してい ない こ とが あ るこ

とを反 省 させ られ ます 。・私 は もっ と安 息 日を

ふ さわ し く過 ごす よ うに した い とい う思 いに

駆 り立 て られ るの です 。

また， 日曜 日に 勤務 す る人々が 良 い安 息 日

を過 ごせ る よ うに助 け る こ とも， 日曜 日に働

い て いな い私 た ちの責 任 で は な い で し ょ う

か 。 ホーム テ ィー チ ャーや 仲 良 しの会 貝は，

神 権 会や 聖餐 会 の話 を メモ して， あ とで彼 ら

に話 して聞かせ る よ うに した ら ど うで しょう

か 。

で きれ ば， 日曜 日の 仕事 は避 け る よ うにす

べ きです 。 そ して， 日曜 日に勤務 しなけ れば

な らな い場 合 は，安 息 日を守 る よ うに最善 を

尽 くす 必要 が あ ります 。主 は私 た ちの心 の思

いに従 って私 た ち を裁 き，私 たちが 誠実 に主

の助 言 を求 め る時 に導 いて下 さい ます 。 そ し

て， 義 しい生 活 を送 るな らば， 主 は人生 の障

害 をすべ て 克 服で きる よう私 たち を助 け て下

さるの です 。神 のす べ ての賜 と同様，安 息 日

も人の ため に定 め られ ました。 ですか ら，私

た ちの 立場 が ど うあ ろ うと， 私 た ちが 主 の助

け を求 め るな らば，'主は安 息 日の祝福 に あず

か れ る よう私 た ちを導 いて下 さい ます 。

9



福音の教えを実践する

教会員となる

オ ル ソ ン ・ス コ ッ ト ・カ ー ト

あ る人が ・友 人 を亡 くして初め て福 音 の教
え を実 践す る教 会 員に な るこ との本 当の

意 味 を学ん だ そ うであ る。 彼は次 の よ うに言

って い る。 「私 は友 人のブ ライアンを病 院 に見

舞 うつ も りで した 。け れ ど も， 火曜 日の夜 は

ホーム テ ィーチ ング，水 曜 日は委 貝会 の集 会，

木 曜 日は神権 個 人面 接 の予 定 が あ りま した。

それに， 木 曜 日は妻 が ビーハ イブの少 女 た ち

をロー ラー スケ ー トに連 れ て行 くこ とに な っ

て い ま した。そ して金曜 日の夜 には， 聖餐 会

の話 の 原稿 を書 か なけれ ば な りませ ん。 この

よ うに，1週 間 の予定 が ぎっ し りとつ まって

い たん です 。」

そ う こう して い る うちに， 土曜 日の朝， ブ

ライア ンの 息子 か ら電 話 がかか って きた。 「父

と親 し くして下 さった あな たにお知 らせ した

方が よい と思 い まして」と，電 話 の主 は言 っ た。

彼 は その時 の気持 ち を次 の よ うに述 べ てい

る。「知 らせて いただ くだけ ではす まされ ない

気 持 ちで した。時 間が逆 戻 りして， た とえ少

しの時 間 で も病 院へ 見 舞 いに行 くこ とが で き

れ ば と思 い ま した。昔話 に花 を咲かせ ，彼 が

どん なにか けが えの ない友 人で あ るか を伝 え

てあ げたか った セす。 恐 ら く，.死を前 に して

痛 み と恐 れ と孤 独 感に襲 わ れて い たこ とで し

ょう。 その よ うな彼 を慰め て あげ られ た らと

13



思 うと， い たた まれ ない気 持 ちで した 。け れ

ども，実 際は教 会 の責 任 に追 われ て， とう と

う彼 を見舞 いに行 け なか った のです 。」

この経験 か ら彼 は次 の よ うな教 訓 を得 た。

「教 会 の責 任 を果 たす こ とに 熱中 す る と
，福

音 の教 え を実 践す るこ とを忘 れて しま うこ と

が あ る。」

これ は次 の よ うに言 い換 え られ る と思 う。

す なわ ち，私 た ちの 出席す る集会 は備 えをす

るため にあ る， と。集 会 に 出席す るこ とは，

私 た ちの教会 活動 の一 部 に過 ぎない。 私 た ち

は何 を しな けれ ば な らないか を学 ぶ ため に集

会に 出席す るの で ある。

私 たちは， 教会 の集 会 だけ で な く1家 庭 や

職 場， 地域社 会 の 中， 友 人お よび見知 らぬ.人

人 との交際， あ る いは個 入 の祈 りの 中に も福

音 を生 かす こ とが で きる。

教会 は教 会貝 に 多 くの活動 の機 会 を与 え て

い る。 す なわ ち， ホー ムテ ィー チ ャー や訪 問

教師 には， 他の 人 々に奉 仕す る素 晴 ら しい機

会が あ る。 また，教 師 は生徒 の信 仰 を鼓舞 し，

感化 し，彼 らに新 たな信 仰心 を抱 かせ る こ と

が で きる。 さらに定 員会 指導 者 は， 兄弟 た ち

を整 え て良 い働 きを させ る こ とが で きる。

しか し， ただ教会 の責 任 を果 たす に とどま

り， 集会 に 出席 して い るか ら自分 は十分 な働

きを してい る と満 足 して い るよ うでは，私 た

ちはあ る意味 で， タ ラ ン トを地 中 に埋 め た僕

のよ うな もの で ある と言 え よ う。教 会 は私 た

ちにた くさん の機 会 を与 えて くれ る。 しか し，

それ らの機 会 を十分 に生 か して 改善 を図 る責

任 は私 たちに委 ね られ て い るの で あ る。

い くら良 い働 きを して いて も， それが 教会

の建 物 の中だ けに 限 られ る とした ら，私 た ち

は人々 の前 で光 を輝かせ て い る と言 え ない の

ではな いだ ろ うか 。

また， レビ人や 祭司 の よ うに， 教 会 の こ と

だけ に とらわ れて， 見知 らぬ 入々 に思 いや り

を示 さない とした ら，私 たちは 隣 人 を 自分 の

よ うに愛 して い る と言 えな いの で はな いだ ろ

うか。

14

主 は私 た ちに， 各 自の霊 を鼓 舞 し， 強め ，

肉体 を休 め る 日と して安 息 日を与 えて， その

後 の1週 間 社 会に 出て行 き， 完全 に福音 に 添

った生 活 が で きる よ うに して下 さ った。

「た とい また， わた しに預 言 をす る力が あ

り， あ らゆ る奥義 とあ らゆ る知 識 とに通 じて

い て も， また， 山 を移 す ほ どの強 い信 仰が あ

って も， も し愛 が なけれ ば， わ た しは無 に等

しい。」(1コ リン ト13：2)

これ は次 の よ うに言 い換 え る.ことが で きる。

す なわ ち，教 会 のすべ ての集 会 に忠実 に 出席

し， 自分の 召 し をこ とご と く果 た し， 毎 月第

1週 に ホー ム テ ィー チ ン グをす ませ， あ らゆ

る面 で活発 な教 会員 で あ った と して も，他 の

人々 に愛 を示 し，奉仕 す る時 間 を見 いだせ な

い と した ら， その 人は 聖徒 と.は言 え な い，

と。 その 人は， 心 と勢 力 と思 い と体 力 を尽 く

して主 を愛 して いない 。 また， 自分 自身 の よ

うに隣 人 を愛 して いな いか らで あ る。

安 息 日を反省 の 日と し.ようで は ないか 。(1

週 間， 私 た ちは どの よ うに主 と隣 人に奉仕 を

して きた であ ろ うか。)

安 息 日を，集 会 に出 席 し， 霊 を鼓 舞 し合 い，

主 に どの よ うに仕 えれ ば よいか を学 ぶ 日と し

よ うでは な いか 。

そ して残 りの6日 間 を，キ リス トの模 範 に

倣 っ て，す べ ての 入に喜 び をもた らす 日々 に

す るので あ る。主 は次 の よ うに 言われた 。「あ

な たが たは， わ た しが 空腹 の ときに食べ させ ，

か わい てい た と きに飲 ませ ，旅 人で あっ た時

に宿 を貸 し， 裸 で あっ た ときに着せ ，病 気 の

ときに見 舞 い， 獄 に い た と きに 尋 ね て くれ

た …… 」(マ タイ25：35-36)

私 た ちの周 囲に は霊 的お よび 物的 な 問題 を

抱 え て助 け を必 要 として い る人々が 大勢 い る。

従 っ て，福 音 の教 え を実践 す る教会 員 とな る

ため に，私 たちは ス ケ ジュール をぬ っ てそ の

よ うな 人々の必 要 を満 たす 時間 をと るよ うに

しな けれ ばな らない。私 たちが 周 囲の 入々 に

捧 げ る贈 り物 は，取 りも直 さず救 い主 に捧 げ

てい る こ とに な るか らで ある。



聖餐と誓約

W・ コ ー ル ・タ ラ ム ・ジ ュ ニ ア

聖 餐には瀞 かに席に着いて・キ[以 トの
贈 い を記念 す るパ ン と水 をいた だ きなが

ら主 の こ とを考 え る とい うこ と以 上 の深 い意

味が ある と， 私 は思 う。聖 餐 は悔 い改 め に欠

くこ とので きない要素 で あ る。「汝 誠 に真 にへ

りくだ りた る心 と悔 い る精 神 とを以 て，汝 の

神 に義 しき捧 物 となすべ し。汝 の… …祈 りの

家 に行 きてわが 聖 日に汝 の聖 式 を捧 ぐべ し。」

(教義 と聖 約59：8-9)

私 たちが積 極 的に 個 人の特 別 な捧 げ物 を携

えて聖餐 に 臨む な らば， す なわ ち， 救 い主 と

自分 とを隔 てて い る 自分 の弱 点 を克服 しよう

とい う謙 遜 な思 いで聖 餐 を受 け るな らば， 聖

餐 は私 た ちの生 活に あ って一 層意義 深 い もの

とな るであ ろ う。

聖 餐 に関 わ るすべ ての事 柄 は，私 た ちに主

の腰 い に対す る理 解 を深め させ るため にあ る。

聖 餐 式が 初 めて定 め られ た時， 救 い主 は十 二

使徒 た ちに， 主 の贈 い を記 念 して聖 餐 をい た

だ くように と命 じられた。 「わ た しを記念す る
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ため に， この よ うに行 い な さい。」(ル カ22：

19)ま た， ワー ド部や 支部 で毎週 日曜 日に祭

司が述べ る聖 餐 の祝福 の 言葉 に も次 の よ うに

あ る。 「御子 のか らだの 記念 に これ をいただ く

よう……か れ らの為 に流 した まい し御 子 の血

の記 念に これ をい ただ くよ う， また御 子 を常

に忘 れぬ こ とを永遠 の 父な る神 の御前 に証 明

し… …」(教 義 と聖糸勺20：77，79)

では，本 当 の意味 で キ リス トを記 念す るに

は どうした らよい のだ ろ うか。私 たちが救 い

主 に さらに近 くなれ るよ っ，聖 餐は どの よ っ

な機 会 を与 えて くれて い るだ ろ うか 。 まず私

たちは，聖 餐 の祈 りの中 で言 われ てい る キ リ

ス トのみ 名 を受 け る とい う言葉 か ら，貝費い主

との個 人的 な関係 を 自覚 す る。私 た ちは教 会

に入 る時 ， キ リス トのみ名 を受 け る。す なわ

ち，末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の会 貝 と

言われ る よ うに な る。 しか し， キ リス トの み

名 を受 け る とい うこ とに は，教 会 員 と呼ば れ

るこ と以上 の意 味が あ る。 なぜ な ら， バ プテ

スマ に よって誓約 を交わ した こ とに よっ て，

私 た ちは 「キ リス トの子」 とな り， キ リス ト

に よ って 「精 神 を新 に」され たか らで あ る(モ

ーサ ヤ5：7)
。 キ リス トの ほか に救 い を与 え

る名 前 は ない」(モ ー サヤ5：8)。 そ して， こ

のみ 名 を受 け るにふ さわ しい生活 をす る時 に，

私 た ちは キ リス トの 瞭 いの効 力 を よ く理解 で

きる よ うにな り，証 も強 まるの であ る。

戒 め を守 る とい う聖餐 の約 束 を進 んで守 る

時， 私 た ちの霊 は強 め られ る。行 な いに よ っ

て誓約 を新 たにし，決 意 を再 確 認す ることの大

切 さを理 解 し始 め る と， 真 の意 味で， 聖餐 を

受 け る こ とに は，毎 週 日曜 日2回 行 なわ れ る

聖餐 式 に ただ 出席す れ ば よい とい うだけ で な

く， それ以 上 の ものが要 求 され るこ とに 気づ

くで あ ろ う。聖 餐 は私 た ちの生 活全般 に 関 わ

る事柄 で あ る。 しか しこの こ とは驚 くに 当 た

らな い。 なぜ な らば，聖 餐 に よって新 たにす

る誓約 は， つ きつ めれ ば 「あ なたの 全身 全霊

を捧物 として キ リス トに捧 げ る」 こ とを要求

して い るか らで あ る。(オ ムナイ26)。 しか し

これ には 大変 な努 力が要 る。 そ して， これ を



■

可能 にす るため に は次 の こ とを認識 す る必要

が あ る。す な わ ち， 聖餐 は完成 とい う長 い道

の りを，私 た ちが 歩 みや す い よ うに1週 間 ず

つに分 け るもの であ る。聖 餐 は，主 が私 たち

の手 を取 り，私 た ちの霊 を清 め，重 荷 を軽 く

し， 主 の道 に導 いて下 さ るひ とつ の手段 であ

る。

この よ うに考 え る と， 聖餐 は 誓約 を交 わす

ひ とつ の過程 ， 主 の購 い を思 い起 こ し， 決意

を新 たにす る過 程 で ある と言 える。 で はその

よ うな機 会 を最 善 の もの とす るに は， ど うす

れ ば よい だ ろ うか 。 この質 問 に，何 か簡 単 に，

機械 的な 答 えがあ る と考 え るのは 間違 い であ

る。 しか し，私 たち の生活 に聖 餐 の影響 力 を

強 く及ぼ す ために ，簡 単 にで きるこ とが い く

つ か あ るの でそれ らを ま とめ てみ よう。 まず，

主 と誓約 を交 わす 機会 を与 えて くれ る聖 餐 式

に 出席す る。また， 「御 子 を常 に忘 れ ぬ」こ と

に対 して 「アー メ シ」 と同意 を表 わせ るよ う

に，聖 餐 式前 に備 えが で きる よう十 分 な努 力

を払 う。 心 を打 ち込 んで たび たび祈 り， 聖 句

の意 味 を よ く思 いめ ぐらす こ とは， 救 い主 の

こ とをいつ も思 い起 こす大 きな助 け とな る。

絶 えず神 に関 わ る事 柄 で 自ら を満 た そ う とし

なけ れば ，霊 的 な面 で イエ ス ・キ リス トの こ

とを常 に 思 い起 こす こ とはで きな い。

さ らに，.私た ちは具体 的な決 意 をす る よ う

に しなけ れば な らな い。効 果 のあ る方法 をひ

とつ提 案 しよ う。 日曜 日の早朝30分 間聖典 を

読 み， 次 の30分 間， これ まで に決意 した こ と

を祈 りの気持 ち を もって振 り返 り， これ か ら

の7日 間 に何 をす る こ とを主 が 自分 に望 ん で

お られ るか を尋 ね る よ うにす る。主 は一度 に

何 もか もす る よ うには私 た ちに望 ん でお られ.

な い。 しか し誠 実に 耳 を傾 け るな ら， 私 た ち

の心 を開 いて下 さ り，主 が今望 んで お られ る

こ とを理解 させ て下 さる。 主か らそ の よ うな

導 き を受 けた 時， あ るい は， た とえ初 め なか

なか 導 き を感 じられ ない よ うであ って も 自分

な りに あ る決 心 を した時 には， 聖餐 を受 け な

が ら具 体 的 に決意 を固め る よ うにす る。 そ し

て， この よ うに決 意 した事 柄 を書 き留め てお

くと， 必要 な時 に取 り出 し， その大切 さ を再

認 識す るこ とが で き るであ ろ う。

私 た ちが この よ うな方 法 で， 誓約 を交 わす

こ とに真剣 に取 り組 ん だか らとい って も， 完

成 へ の道 が歩 みや す い もの にな る とい う保証

はな い。 む しろ逆 に， 主 と固 い約 束 を交 わ し

なが らこれ らの約 束 を完全 に履 行 で きな い 自

分 の 弱 さ を痛 感 し，落 胆 した り，罪 の意識 を

感 じた りす る こ とが あ る もの であ る。 しか し，

落 胆 しては な らない 。む しろ， 謙遜 に な り，

主 の 贈 い と憐 み を心か ら感 謝す るよ うにす べ

きであ る。 この よ うにす れば， 聖餐 は心 に計

り知 れ ない安 ら ぎを もた らす。 そ して，私 た

ちに 弱点 が あ るに もか か わ らず ，主 は新 たな

力 を私 た ちに与 えて下 さる とい う確 信 を毎 週

主 か らいた だけ る.のであ る。生 活の 中に主 の

貝費いの恵 み を生か し， 自分 の弱 点 を克服 しよ

うとす る時， 救 い主 を常 に忘 れ な い とい うこ

とは精 神 的 な報 い以上 の もの を もた らす よ う

にな る。

キ リス トに近 づ こ う とす る時， 私 たち はキ

リス トの こ と を絶 えず思 うこ とに よって， キ

リス トの愛 をさ らに深 く感 じるよ うにな る。

また， 死 よ りも強 い絆 で主 と結 ばれ るよ うに

な る。 こ うして，心 に留 め る とい う知的 な作

業 として始 め たこ とが， み た まの勧 め を完全

に受 け， 救 い主 と完 全に一 致 す るこ との で き

る力 とな るの であ る。

17









ゲ

団 沼

で

●

亀

邑
匂

"亀

/凹

噺

グ
ー

ρ

脚
〆功哩

､

4

懸

/て〆乱!(E4･一rl-4

購
㊥

併

.
､

.

通

.

置

解篠
わ〃o



まつ

マ ー ラは ね こ ろんで,松 め えだ の
あいだ くも み

間か ら,わ たの ような雲 を見あげ ま

した。
かえ じ かん

｢マ ー ラ
,お い で帰 る時 間 だ よ。｣

とう

テ ン トの くい をぬ きな が ら,お 父 さ
よ

んが 呼 び ま した。

｢あ と5分 だけ
,ね え,お ねが い!｣

｢ね え
,お ね が い!｣マ ー ラは も

いち ど

う一度 たの み ま した。
とう

｢わ か った よ
。 お 父 さん もそ こに

い

行 っ て い い か い 。｣

き とう

｢え え
,来 て もい いわ。｣お 父 さん

もマ ー ラの とな りにね ころび ま した 。
なに み

｢何 を見 て るん だ い
。｣

いう まつ あお そら

｢み ど り色 の松 と
,青 い空 に うか

しろ くも な

んでいる白い雲,そ れに鳴 きなが ら
ご とり

と ん で い る 小 鳥 。｣

｢き せ き だ ね
。｣

｢き せ き っ て
,な に?｣

み
｢そ うだね

,ま わ りを見て ご らん 。

べ つ べつ の ものが ひ とつ に な って,
おお せ かい

大 きな世 界 をつ くって い るだ ろ う。｣
あお そら しろ

マー ラは,青 い空 に うか んだ 白い
ふね くも かんが

船 の ような雲 をみ なが ら考 え ま した。

｢た しか に きせ きだ わ
。 ほ ん とう

にす ば ら しい きせ き。｣
せかいじゅう いちばん

｢世 界中で一番すば らしいきせ き

おも とう

って なん だ と思 う?｣お 父 さんは た

22

ず ね ま した 。
そら ひろ

｢空 で しょ う
,と て も広 くて,い

つ もす が た をか えて い るわ。 き ょう
あお しろ はいいろ ひ

は青いけれ ども,白 や灰色の 日だっ
ゆき あめ

であるで しょう。雪や雨をふ らせ る
よる ほし ひか

こともある し,夜 には星が光 るか ら。｣
てん

｢だ け ど
,い ちばんす ば ら しい天

とう

のお 父 さ まの きせ きか な?｣

｢わ か らな い
。｣

に

｢そ れ じゃあ
,荷 づ く りを しなが

かんが こた はな

ら考 えて,答 えが わか った ら また話

そ う。｣
いえ とう

家 につ い てか ら も,マ ー ラは お父
はな

さん と話 した ことをわすれ ませ んで
まい にち が っこ う い か え

した。 毎 日,学 校 の行 き帰 りに きせ

き をさが しま した。.どれ もこれ もき
おも

せ きの ように思 えます。で もいちば
み

んすば らしいきせ きを見つ けるこ と

はで きませんで した。
ひ ご は あか いろ

あ る 日,マ ー ラは 木の葉 が 赤 く色

づ い てい るの に気 づ きま した。マ ー
おお いえ かえ

ラは大いそ ぎで家へかけて帰 りまし

た。
かあ かあ

｢お 母 さん
,お 母 さん。 い ちばん

す ば らしい きせ きが な んだ か わか っ
とう だいどころ

た。お 父 さん は どこ。｣マ ー ラ は台所
おおごえ さけ

に と･びこむ と大 声 で叫 び ま した。
にわ かあ ごた

｢う ら庭 です よ
。｣お 母 さんが 答 え
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そら き せっ

んめいに さが しました。空や季節 よ

りもすば らしい きせ きがなんなのか 畠
し

知 りた くて た ま りませ ん で した。

｢じ ゃ ま しな いで ,ス ノー イ。｣マ
あし い

一 ラは足 に まつ わ りつ くね こに言 い

ま した。

｢わ た しは
,い ちば んす ば ら しい

きせ きを さが して い るの。｣そ の とき,
お

マ ー ラはス ノー イが な にか を教 え よ
き

う として い るこ とに気づ き ま した。
い

そ こで ス ノー イの あ とにつ いて行 き

ま した 。
　 つ

｢ま あ ,ズ ノー イ。子 ね こ を生 ん
ひき こ

だ のね 。5匹 の子 ね こ。み んな ス ノ

ー イに そ っ く りよ
。｣

とき とう い え

ちょうどその時,お 父 さんが家か
で き とう み

ら出て来 ま した。｢お 父 さん,見 て。

これが きせ きで し ょう。｣
とう こ

お 父 さん は,か が み こん で,子 ね
み う

こを見つ め ました 。｢生 まれ るこ とも

す ば ら しい きせ きだね 。 で も,も っ

とす ば ら しい ものが あ るんだ よ。｣
う

｢生 まれ るこ とよ りもす ば ら しい
'

お とうと

きせ きが あ るの?弟 の ジ ェ イソ シ'
う

が生 まれ た ときの こ とを,わ た しお

ぼ えて い る わ。 それ までい なか っ た
ひ

ジ ェ イ ソ ン が,つ ぎ の 日 に は い た で

し ょ つ 。｣

24

｢そ う
。 た し か に そ う だ ね 。で も, ､.

そ れ だ け で は な い 。 も っ と す ば ら し

い こ と が あ る ん だ 。｣

そ の と き,と つ ぜ ん マ ー ラ は･｢わ .'
さけ

か った｣と 叫び ま した。
う えいえ ん 　い

｢生 まれ るだ け で な く
,永 遠 に 生 ゴ

きる こ とで し ょう｣
とお

｢そ の通 りだ
。 い ちば んす ば らし

い きせ きが わか ったね 。｣

マ ー ラの ひ とみ は キ ラキ ラか がや
てん とう

きま した。｢わ た した ちは,天 のお 父

さまの 子 ど もで し ょ う。｣
とう

｢そ れ だ よ。｣お 父 さんはマ ー ラ を 』
　い

だ きよせ て言 い ました。.｢マー ラ とジ

ェイ ソ ンが わた した ちめ子 どもで あ
かみ

るように,わ た したちはみんな神さ
こ とう かあ

まの子 どもなんだ。お父さんやお母
す

さん と.住んで い る よ うに,マ ー ラは 』
かみ

かつて神 さまのそばにいたんだよ1
いち ど かみ

そ して,わ た した ちほ もう丁度 神 さ･
せい かつ ノ

まの もとで,み ん な い っ し ょに生 活

で きる。 これが い ちばんす ば らしい .

きせ きだ よ。｣

マ ー ラ.はとて もしあ わせ で した。

マ ー ラは今 まで い ちば んす ば らしい｢'
ち ゅう ゆ ら

きせ きを さが す こ とに む 中で したが,
いま し

今 は,は じめ か らそれ を知 っ て いた'
さ も

よ.うなふ しぎな気持 ちが しています。
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世界 の子供 た ちの証
いの おし とう かあ かんしゃ

わた しは,お 祈 りの しかたを教 えて くれたお 父さん とお母 さんに感謝
わたし いの てん とう はな

しています。私 はお祈 りによって,天 のお父さま と話すこ どができるこ
し

とを知 ったか らです 。
にし

… … ア ミイ･ア ロ フ ィポ(西 サ モ ア
,ア ピ ア)

なつやす い やま のぼ かえ と

ぼ くは 夏休 み にお じい さんの とこ ろへ 行 き,山 に登 りま した。 帰 る途
ちゅうみち まよ

中道 に迷 って し まい ま した 。ぼ くは とて もお そ ろ し くな りま したが,そ

のとき欝 襟 厳 わったお糊 の.ことを憲い臨 ました.耕 嚥 拐
め あ め まえ こ

て 目を開 け る と,目 の前 に小 み ちが あ りま した。
ふじわらの りゆき に ほん と や ま し ぶ

……藤原則之(日 本,富 山支部)

おんな こ みず なか はい い ひとびと こ

女の子はあたたかい水の中に入って行 きました。 人々は じっとその子
み おんな こ いま し

を見て い ます。 女 の子 は今 か らす ば ら しい こ とが お こ るこ とを知 っ て い･
ちょうろう おんな こ みず なか しず

ました。長老の うで をつかむ と,女 の子は水の 中へ沈め られ ました。 ま
なか かん みず なか で

るで あわ の 中に い る よ うに感 じま した。 それか ら また,水 の 中か ら出て
おんな ご ようふく き おんな こ

きました。女の子は洋服 を着がえ,か み をとか しま した。 その女の子 と
わたし

は,私 の こ と で す 。.

… … ジ ジ･ミ ー ド(カ ナ ダ
,ア ルバ ー タ,カ ル ガ リー)

しょと うきょうかい せんせ い とも つ い

ぼ くは初等協会の先生か ら友だ ちを連れて くるように言われました6
かあ はな きんじょ こ ども

ぼ くはその ことをお母 さんに話 し,近 所の子供 たちをさそうこ とに しま
かあ しょ とう きょうかい い

した。マ ー クの お母 さんは,マ ー クに いつ で も初 等協 会 に行 って よ い と'
い てん とう しょ とうきょ うかい コ とも み

言いました。天のお父 さまは初等協会 につれて い く友だちを見つ けるこ
たす くだ か ぞ く

とが で き る よ うにぼ くを助 け て下 さη･,ぼ くた ち家族 は とて もしあわせ

です 。

……ジオーグ･ボ ン･オ ールメン(ス イス,バ セル)

せんせい がっこう とも きょうかい おし はな

ぼ くは先生 と学校 の友だちに教会の教 えにつ いて話す ことができまし
しょとう きょうかい にち ようが っこ う べん き ょう

た。ぼ くは初等協会や 日曜学校 でそのこ とを勉強 したので,そ うす るこ

とが できるようになったのです。
ゴ

… … ル ー カ ス･メ トラ ー(ス イ ス ♪.
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新しい系図プ日グラム

チャーチ・ニューズ記者

リンネ・ホルスタイン

現在詮世界の神殿地区て・神殿の儀式を
施すために記録の中から人名を抄出する

新しいプロクラムか早急に推し進められよう

としている。また，この抄出プロクラムと並

行して，4代の系図表と家族の記録を完成し

て系図部に提出するよう全教会員に勧める，

4代家族の記録プロクラムも続行されること

になっている。

スペンサー・W・キンホール大管長は，4

月の総大会て，これら2つのプロクラムの重

ひとり

十

4時間

80人の名前

望鰯帰蹴言唇}趣

艶麟

80人の

エンダウメント

壱
ぞ'瑠歯鳳ひ.

ぎ

恩
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要 性 を次 の よ うに語 った。 「今 後，2つ の 大切

な系図プ ロ グラム が強 調 され る こ とにな りま

す 。……

私 たち は4代 家族 の記 録 プ ログ ラムの重 要

性 をここ で再 び 強調 し， このプ ロ グラム に関

す る責任 を個 人 と家 族の 双肩 に 直接課 したい

と思 い ます 。 また， で きれば ，4代 以 上 さか

のぼ って系 図表 を作 成す るよ うに し ます 。

次 に， 系 図記録 か ら人名 を抄 出す るプ ロ グ

ラムが， 世 界的 に進 め られ る こ とに な ってい

ます。教 会 員は2マ イル 行 く精神 を もって，

こ.の抄 出 プロ グラム に従事 し，奉仕 す る よう

に して下 さい。 この プ ロ グラム は，地 元 の神

権指 導者 が管 理 し， 運営 します 。」

キ ンボー ル大 管長 は また， すべ て の教会 員

に，個 人 の歴 史を書 き， 家族 の組 織化 を行 な

うように勧 めて い る。

また， この 入名抄 出プ ログ ラムは， 昨年 ユ

タ州 セ ン トジ ョー ジで試験 的 に実施 され た。

そ して現 在， 全 ステ ー キ部 へ の導 入が 進め ら

れて いる。教 会 系図部 の 発表 に よ る と， この

プロ グラム は今 後全世 界 の 多 くのス テー キ部

で実 施 され， 全神 殿地 区 の会 員が それ ぞれ の

神 殿 で儀 式 を行 な うに必要 な名前 を提 出 で き

る ようにす る とい うこ とで あ る。

例 えば，セ ン トジ ョー ジ神 殿地 区 内の ステ

ー キ部 で
，1年 間に25万 人の死 者 のエ ンダウ

メン トを行 な う とす る。 その ため に は，4代

家族 の記 録 プ ログ ラム と人名抄 出プ ロ グラム

の両 方 で，1年 間に25万 人の名 前 の提 出が な

けれ ば な らない。

また， 七十 人 第一 定 貝会 会長 で あ り，.教会

系図部 の 管理部 長 を務 め るJ・ トー マ ス ・フ

ァイア ンズ長老 が語 って い るよ うに，す べ て

の末 日聖徒 の家 族 は，正 確 な4代 の系図 表 と

30

家族 の記 録 を提 出す る責 任 を負 って い る。系

図表 を提 出す る会貝 は， それ が正確 であ るか

ど うか調 べ， また全 貝の神 殿儀 式 が終 わ って

い るか ど うか確 認すべ きで あ る。そ して，儀

式が まだ終 わ って いなけ れば ， その名 前 を規

定 の記 入フォームに記 載 して系 図部 に提 出す る。

儀 式 を終 え た人の 名前 は， エ ンダ ウ メン ト

や結 び 固め の執行 された 日イ寸と共に， 「コン ピ

ュー ター ・フ ァイル 索 引(CFI)」 に記録 され

るこ とに なっ てい る。

フ ァイア ンズ長老 は次 の よ うに語 って い る。

「4代 の系 図表 を完 成 した人 は
，一 応 自分 の

義務 を果 た したこ とに な ります。 しか し， で

きれば さ らに さかの ぼ って家 系 をた どる とよ

い で し ょ う。」

4代 以上 さか のぼ って探 求 す る こ とは， 家

族 史 を作 成す る上 で も， 先祖 を見 い だす上 で

も非 常 に役 立つ で あろ う。

また， 人名 抄 出プ ロ グ ラム は記録 の残 って

い るすべ て の先祖 に神 殿 の祝福 を もた らす 手

段 として有効 で あ る と， フ ァイ ア ンズ長 老 は

語 る。

「マ イ クロ フィル ムに収 め られ たお び ただ

しい記録 か ら，死 者 の名 前 とそ の他 関連す る

系 図資 料 を抄 出 しよ う とい うのが このプ ロ グ

ラム です 。」

この 人名抄 出 プ ロ グラムは今 後世 界各 地 で

実 施 され ，お び ただ しい数 の名 前が 引 き出 さ

れ る こ とに な る。 そ して，4代 以上 さか の ぼ

って先 祖 の名 前 を知 る手段 と して利 用 され る

こ とだ ろ っ。

また， フ ァイ ア ンズ長老 は次 の よ うに も語

って い.る。

「この プロ グ ラム は， 探求 の重 複 と，神 殿

儀 式 の重 複 を避 け るの に役 立 つ で し ょう。



すべ て の 人は 同 じ先 祖 を持 ち，親 族 関係 に

あ ります 。 この 人名抄 出 プ ロ グラム は， 会 員

が 一致協 力 して死 者 の贈 い とい う偉 大 な業 に

携 わ る こ とが で き るよ うに組織 的 な方法 を提

供 す る ものです 。」

この抄 出プ ロ グ ラムに携 わ る人 は，マ イ ク

ロフ ィル ム を調 べ， 自分 の家系 に属 す る人 の

名 前 だけ でな く， マ イ クロフ ィル ムに 出て い

る名 前 をすべ て抄 出す るこ とにな る。 自分 の

先祖 に とど ま らず， 多 くの人 々の名 前 を記録

か ら取 り出す ので あ る。 この よ うに，互 い に

協 力 し合 って系 図 の仕事 を進 め るの が， この

プ ロ グラム の特 徴 で ある。

入名抄 出プ ロ グラム を実施 す る ステー キ部

は， ソル トレー ク ・シテ ィ.一の 系図部 または

地元 の系 図機 関 か らフ ィル ム を入手す る。

多 くの ステー キ部 で， 今年 このプ ロ グラム

が開 始 され， エ ン ダ ウメ ン トの儀 式 を施 す 死

者の 名前 が抄 出 プ ロ グラム に よって提供 され

る こ とにな る。

また， 人名 抄 出プ ログ ラム を実施 す るに あ

た っては ， その ため の設備 と， この仕事 をこ

なす 技術 を持 った 多 くの 人々 が必要 であ る。

従 って， 当初 は系 図 図書館 分館 の あ る地 域 で

実施 され る こ とにな る。 しか し 「や が て，す

べ て の図書 館 で行 な われ る こ とに な るで し ょ

う」『ど， 系図部 の ヒュー ジ兄弟 は語 った。

地 元 の指 導者 の判.断に よ り， 幾つ かの ス テ

ー キ部 が協 力 して プ ロ グラム を実施 す るこ と

も可 能 で ある。

また， 総 大会 時 に地 区代表 全 貝に， このプ

ログ ラム の 開始 方法 につ い て指導 が与 え られ

て い る。 従 って， この プ ログラ.ムを開始 しよ

う とす るス テー一キ部 は，地 区代 表 を通 して指.

示 を受 け る。

何 人 の人名 抄 出係 を召す か は， ステー キ部

長 が 決め る。 また，神権 指 導者 は， この プロ

グ ラム を開始 す る前 に，系 図部 とすべ ての 必

要 な調 整 を図 るよ うに しなけれ ば な らな い。

このプ ログ ラム に よっ て来年度 何 人の名 前

を抄 出す るか， 今 か ら計 画す るの.は早過 ぎる

か も しれ な い。 しか し， 神殿 儀 式に必要 な名

前 の抄 出 を順調 に行 な うため に は，今 か ら計

画 す る こ とが 必要 で ある。

「昨年 度
， マ イ クロフ ィルム に収 め た名前

は1億 以上 に のぼ ります 。 けれ ど も， その 内

で エ ンダ ウ メン トの儀式 が執 行 され たのは，

355万5千 人 に過 ぎませ ん 。記録 に はた くさん

の 名前 が あ ります が，名 前 を抄 出 し， 必要 な

手続 き を取 るまで は儀 式 が施せ ないの です。

です か ら，私 たち はた くさん の名 前 を記 録か

ら抄 出 しなければな りません 。」 ヒュー ジ兄弟

は この よ うに語 っ た。

人名抄 出プ ロ グラム を開始 して， 各 ステー

キ部 の系 図宣 教 師 たちが， 神殿 儀式 の ため に

必要 な名 前 を記録 か ら取 り出す 作業 を迅速 に

行 な うな らば ， 記録上 の名 前 は順 調 に消化 さ

れ るで あ ろ う。

この新 しいプ ロ グラム に よる と， ステー キ

部 系 図宣教 師 は，1時 間 あた り平均20人 ，4

時間 に して80人 の名前 を抄 出す るこ とが で き

る。 そ うす る と，80名 のエ ン ダウ メン トの儀

式 が で きる。つ ま..り，一 人が4時 間働 けば，

80人 のため に働 く計 算 に なる。

「これは 非常 に素 晴 らしいプログラムです
。」

ファイアンズ長 老 は語 る。「系 図 と神 殿 のみ業

が 開始 され て以 来， 何度 か プ ロ グラム に大 き

な変 更 が加 え られ て きま したが，.今 回の変 更

も極 めて大 きな もの です 。」
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今も奇跡が?

毎月証会で述べられている奇跡

シ エ イ ・A・ ヘ リ ー

一 の神権 時代 に紅 海 がふ たつ に分 け られ た
一

とい う話 は ない。 少な いパ ン と魚 で5千

人が満腹 した とい う話 も聞 かな い。 しか し，

ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフの伝 道 に応 え て

何千 人 もの イギ リス 人が教会 に 改宗 してい る。

また，御 父 と御 子 がニ ュー ヨー ク州 の森 を訪

れた も うた。

神 は 必要 な時 に， その時 代 に即 した大 きな

奇跡 を現 わ され る。

それ とは別 に， ひ そか で 目立 た ない個 人や

ほんの数 人 だけ に影響 を及 ぼす 聖霊 の働 きが，

どの神権 時代 に も共通 して存在 す る。 どの 時

代の聖徒 たち も， み た まに よる特別 な 経験 を

得て いる。癒 しや 予 言，祈 りに対 す る答 え，

み たまに よ る識 別 ，生 活の 転換 ，夢 な ど， こ

れは実 に奇 跡で あ る。今か ら1500年 も昔に モ

ロナ イが こう語 った ように。 「私 は 奇蹟 を行 い

たも う神 をあ なた たち1三教 え よ う。… …

イエス ・キ リス トが大 きな奇 蹟 を数 多 く行

いた まわ なか った と言 える、者が 一 人 で もあ ろ

うか 。使徒 た ち も大 きな奇 蹟 を数 多 く行 った 。

もしもその時 神が 奇蹟 を行 い た も うた な ら

ば， どう して神 が変 るこ とな しに奇蹟 を行 う

こ とを止 め た もうであ ろ うか 。 よ く言 ってお

く。神 は変 りた も うこ とは ない 。変 りた も う

こ とが あれば， 神 は神 であ る資格 が な くな る

けれ ども， 神 は神 で ある資格 を失 わ ず に現 に

奇 蹟 を行 う神 に ま します 。」(モ ル モン9：11，

18-19)

現在 の奇 蹟 は そのほ とん どが個 入に関連 し

た もの で， その人 の胸 に し まわ れ るか，せ い

ぜ い家 族 か理解 して くれ る少数 の友 人 に話 す

くらい であ る。 しか し時に は， 感謝 と信仰 の

表 現 として， 断食証 会 で それが 話 され る こ と

が あ る。

証会 では たいて い その よ うな話が 幾つ か語

られ る。 その話 を集め れば ，現 代 の教会 に お

け る奇 跡が 感動 的 に描 き出 され るこ とだ ろ っ。

実 際， み た まに よる経 験 は現在 の聖 徒 た ちに

とって決 して珍 しい こ とでは な く， その恵 み

にあ ずか らない のは 「無信 仰 に陥 って正 しい

道 を離れ，その信頼 する神 を知 らな く」(モ ル

モ ン9：20)な った 人々 だけ で ある。

私 た ちは奇 跡 の話 を聞 く と信 仰 が強 め られ

る。 奇跡 は，神 が 私 た ちを愛 し，私 た ちを心

にか け， 必要 な 時直接 に私 たちの 生活 に影 響

を及 ぼ して下 さる こ とを証 す る もの であ る。

一 番 よ く見 られ る奇 跡 は，霊 感 で あ ろ う。

先 日あ る若 い兄 弟が， 霊感 に よ って家 族が 祝

福 され た経 験 を証 していた。 「父 と祖 父 と3人

で イエ ロー ス トー ン公 園に行 っ た帰 りに， ガ

ソ リンス タン ドに立 ち寄 っ てひ と休 み しま し

た。 祖 父は か な りの年 で 目が悪 く， ガ ソ リン

スタ ン ドか ら出て くる時 に ガラ ス戸 にぶつ か
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へ

・てしまいました・開いて・嚇 …曝蓼 鋤 「

すrそ のため腕を深 く切 りました魂 ぐこで私

たちは 止血 をしなが ら病 院 に急 ぎま じた。・

.病院に着 くと，父から，だれ参末日聖徒のこ

長老がいないかどつか醸 婦に御}て みうむ

うに言われまし々嵐だれかに乎捧：ってもら?・

て祖父に祝福をしたかったのです6け れども

看護婦は，末日聖徒はいない1と.矯う奉事でレ.、.

た6・その時ひとりの 人が近惑 ごマ爵℃ ∴1稗1

大祭司です・お手伝いでき蛇 興 言瀬 やず・、

その方は父ζ一緒に祝箪躯 蘇 ・轡 焔.

とすぐに帰ろうとしました。膣 為で私はその

方を引き止め，『だれかをお見舞いにいらっし

ゃったのでしょう。私たちのためにすみませ・

んでした』と言一うと，』その方はこう言いまし

た 包

『い吟 え，知 ってい る人が い るわけ じゃな

い んで す。』

『じ.やあ ， ど こにい らっ しゃる ところだ っ

々 ので すカ㌔・.
・『近 .くを車が 通 って いて， ここに来 なけ れ

ば， とい ラ気持 ちが 急 に したん です よ。』」

一.ま、た1あ る祭 司 の話 であ る。 「私 は きあ う，

外惇 φ修翠 していました・すると突然 『車
.の下ヵ：率出タさい』と言われたような気がし

、たの で，、』』車 の下 か らは い出 ま した。 その途端

に，車 体 を支 えて いた 台が はず れて車 が落 ち

て きたんで す5そ の ま まだ った ら下敷 きに な

・って いた と思 い ます
。私 を見守 つて下 さる天

父 に本 当 に感謝 してい ます 。」

鐙



またあ る人はこ う語った。｢私 はこの教 会が

真 実 の教会 で あ るこ とを知 って います 。 イエ

ス･キ リス トは 生 きて い らっ しゃい ます 。 ま

た,神 様 も生 きて い らっ しゃ り,私 た ち を愛

して下 さ ってい ます 。 ジ ョセ ブ･ス ミスは確

か に予 言者 です 。 自分 の気 持 ちだ けで そ う思

うので はあ りませ ん 。神様 が その よ うに啓示

して下 さ ったの です。｣

霊 感 の奇跡 に似 て いて珍 し くな いのが,み

たまの助 け に よ り福音 の原 則に対 す る新 たな

理解 と洞察 を得 る こ とで あ る。癌 に冒 され た

息子 を持 つ ある姉 妹 は こう証 している。｢こ の

た び幼 い トー マ スの こ とで,私 は信仰 とは ど

ん な ものか よ く教 え られ ま した 。信仰 は ただ

感 じるもの では な く,生 活 その もの です。 こ

の こ とを教 えて下 さ った天 のお 父様 に感謝 し

てお ります 。｣

人生 の試練 に遭 遇 してみ た まの力 を感 じた

この姉 妹 と同 じよ うに,多 くの聖 徒 た ちが祈

りに答 え られ,主 の助 け を受 け て いる。

1歳 半 の よち よ ち歩 きの子 供 を持つ ひ と り

の母 親 は,あ る恐 ろ しい経験 を した こ と･につ

い て語 って いる。 その子 供 は浴室 に入 って行

くと,間 もな く大声 で泣 き出 した。｢急 い でか

けつ け た私 は,す っか りあ わて て しま吟 ま し

た。子 供が 浴槽 に落 ちて頭 をぶつ けた の です 。

打 った所が 青 黒 くなっ て,は れ上 が って き ま

した。

私 は半狂 乱 で ロニ ー を抱 き上 げ,寝 室 に運

び,ベ ッ ドに寝 かせ ま した。 その 時の私 に で

きるこ とはお祈 りだけ で した。私 はベ ッ ドの

わき にひ ざ まず きま した。そ して祈 り始 め る
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と間 もな く，心 が とて も穏や か にな りま した。

そ うして祈 り終 わ る と， ロニー の頭 の はれ

は ひけ ，患 部の 変色 もほ とん ど直 っ て いま し

た。

主 は癒 し以外 に も，私 た ちの祈 りに奇跡 を

もって 答 えて下 さる。例 え ば， 主 は私 た ちに

祝福 を与 えて下 さった と思 うこ とが しば しば

ある。 あ る姉 妹 は証 会 で この よ うに話 した。

「ロジ ャー を伝 道 に送 り出す ため には
， 生

活 を変 えて伝 道 資金 を準備 しなけ れば だめ だ

と思 い ま した。 で も， 腰 を落 ち着 けて予 算 を

立 て直 して み る と，生 活 必需 品 さえ ま まな ら

な い よ っな状 態 で した。私 たちは心 配 して そ

の こ とをお祈 りしま した。主 を信 頼 して，何

として で もロ ジャー に送金 す るつ も りで した

が， どんな方 法 で した らよ いか が わか らなか

ったので す。

ところが， ロジャー が 出発す る前 日に，主

人が上 役 か ら部 屋 に呼 ばれ ま した 。給料 を上

げて下 さ る とい う話 で，紙 に昇 給分 の金 額 を

書 いて渡 されま したが，驚 いた こ とに， その額

は ロジ ャー の伝 道 の経 費 と丁度 同 じで した。」

天 父は い ろい ろな方 法 で私 たち を助 け て下

さ る。.イエ スは言 われ た。 「信 じる者 には，こ

の よ うな しる しが伴 う。す なわ ち彼 らは わた

しの名 で… …病 人に手 をおけば，いや される。」

(マル コ16：17-18)回 復 され た この教会 に

特 に著 しい奇跡 は病 人 の癒 しで， 断 食証 会 で

は よ くその証 を聞 く。

あ る年 輩 の兄 弟が こ う語った。「私 は 気腫 の

持病 が ひ ど くて， 半丁 も歩 くと息切 れ がす る

状 態 で した、 とこ ろが 数 ヵ 月前に， 神殿 の結

び 固め執行 者 に 召 された のです 。私 は非 常 に

心 配 で した。 神殿 で は階段 を上 らなけれ ば な

らないの に， それ が で きなか ったか らです。

しか しそ の責 任に 任命 され た時， その仕事 を

果 たす に必 要 な健康 も祝 福 して い ただ きま し

た。兄 弟姉妹 ， そ の祝福 が本 当に なっ たので

す 。 しか も神殿 の 中だ けで はあ.りませ ん 。 き

の っは テニ スの 試合 を しま したが ，終 わ って

か ら息切 れ さ え しませ ん で した。 す っか り健

康 に な りま した 。」

主 は不 思議 な方 法 で聖徒 た ちに教 え と慰 め

を与 え て下 さ る。 夫 の横暴 な態 度が 原因 で夫

婦 仲 が よ くなか った ひ と りの姉妹 は， あ る夢

を見 て 自分 のか た くなな気持 ち をほ ぐされ た。

「もの柔 らか でや さ しげ な女の 人がや って き

て， 愛 し続 け， 辛 抱 しな さい， アー ノル ドは

良レ〕人 です ，今 に変 わ ります よ と言 うの です 。

私 は その夢 が、忘れ られ ず，何 日も思 い出 して

い ま した。 あの女 の 人はだ れか しら， なぜ あ

の よ うなこ とを言 っ たのか しら と不思議 で し

た。 ところが それ か ら間 もない あ る 日，系 図

の資料 にす るため にず っ と前 か ら頼ん であ っ

たアー ノル ドの先祖 の写 真が 届 きま した。 そ

の中 にアー ノル ドのお母 さんの写 真が あ りま

した。 アー ノル ドが7歳 の 時に亡 くなった の

で， ほ とん ど記 憶 にな いお母 さんで した。 で

もお母 さんの方 は アー ノル ドをよ く知 って い

たの です。 夢 に見 た女 の人 は， そのお母 さん

だ っ たの です。」

この夢 の よ うに，現 世 と来世 を隔て る幕が

時 々引 かれ て，教 会 貝が幕 の か なたの 人々 と

交 わ る祝 福 もあ る。「私 の祖 父 は祖母 と57年 連

れ添 ったあ と，他 界 しま した。私 は葬式 のす

ぐ後 に祖 母 を見舞 った時，『お じい さんは おば

あ さん の所 に よ く来 ますか 』 と尋 ね ました。

す る と祖 母 は に こや か に， 『どうしてわか る

の』 と言 うのです 。祖 父 は よ く祖 母 の 所へ

来 るそ うで，2日 前の 経験 を私 た ちに話 して

くれ ま した。 祖母 が祈 りを終 えてベ ッ ドに入

り，祖 父 の こ とを考 えて い る と， 祖 父がベ ッ

ドの そば に現 われ ました。 その 時祖母 は祖 父

に ， 『私 も連れて行って下 さい』 と言 った そ う

です。

で も祖 父は首 を横 に振 って寂 しそ うにほほ

えみ なが ら， 『まだ だ よ。ル ビー』と言 い まし

た 。祖 父は それ か ら少 し話 を して去 って行 き

ま した 。1

で も， そ れか ら間 もな く祖母 は祖 父 の所へ
.行 く

こ とに な りま した。祖 毎 は病 院に 入院 し，

この世 を去 っ たのです 。祖 母が 亡 くな ったの
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は悲 しいζ とです。 で も〉 愛 す る人 の所へ.あ

ん なに行 きたが っ てい た祖母 を無 理 に引 き留.

め るこ とはで き ませ.んで した。⊥

また，悔 い 改め は，救 い主 の贈 罪 に よって

可能 に な.った奇 跡 で ある。 あ る青 年 が こ う証

した。「ぼ くはい ろいろなこ とで両 親 を.悲しま

せ た と思 い ます。 また 自分 自身 も苦 しむ こ と

にな りま1した。罪 悪は 幸福 を生 じない.とい う

こ とが わか らなか ったの です φ高校卒 業 後，

ぼ くは家 を出て，酒 や タバ コを始 め， 幻覚剤.

に も少 し手 を出 しま した。 自分 で は満 足だ と

考 えて いた のです が， 今思 うと， 本 当にみ じ.

めな姿 だ った と思 い ます 。...

そん なあ る時， ふ と自.分を振 り返 っ.て考 え

ました。『今 のぼ くを両 親 が見 た らど うだ ろ う。

両 親は どう思 うだ ろ う。』.と。

その 時か らぼ くの生 活 は変 わ り始め ま した 。

自分は 少 し も幸せ では ない こ とを知 ったの で

す 。新 し く良い友 達 と，理 解 ある 監督.乙 聖

霊 の助 けが なけ れば変 われ なか っ.たと思 い.ま

す 。私 はそ う.いう人々に助 け られて悔 い改 め

がで き ました。今 で は， 自分 が どん なに不 幸

だっ たカ㍉ よ くわか ります 。悔 い改め と義 し

い生活 が幸福 を もた らす こ とを証 します。主

がいつ もそ ばに いて，私 却 ちに用 意が あ.るな

ら生活 を変 え るよ うに助 けて下 さるこ とを，

私 は 自分 の経 験か らよ く知 って い ます δ」

私 たちの教 会 は実 に奇跡 の教 会 であ る。.断

食証 会 の 日曜 日にそ の し.るしを見， 聖徒 た ち

の霊的 な経験 に よ って私 た ちの信仰 が 強め ら

れる。 その上 ，心 の 中に数 々 の経験 が蓄 え ら

れ る。(ル カ2：19参 照)

「私 の愛す る兄 弟 た ちよ
。 …… キ リス トが ，

… … この世 を去 りた もうたか ら と言 って奇蹟

信果.して止ん だの で あ るか 。」.モルモ ンはこ う

問 うてか ら， 次の よ うに 自答 して.いる。「よ く.

言 づて お く， そ うでは な い。奇 蹟に信 仰に よ

って行 われ， …… それ で あ るか ら， も しこの

よ うな ものが終 ってす でに無 い時が くるな ら

ば， それ は不信 仰 の結果 で あ ってすべ て は空

しいか ら世 の 人は ま こ とに禍 であ る。.
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租 の 愛す 為兄 弟 たち よ。私 は あな たた ちが

.この恐 ろ.しい有様 にろ る と信思 わな い。か え

って.，あ なた.たち の柔和 で あ る有 様 を見 てあ

なた たちが キ リス トを信 じて い る と思 う。」(モ

ロナ イ7：：27，37，.39)

「あ.な.たが たは，..そo実 に.ホって彼 らを見

わ け るで あ ろ.う」と.救い主1ホ言 われ たが，.1970

年 代 の， ま た他 の 時代g)末 目聖 徒 は その信 仰

の実 をつ けて い る。 畢 的な.緯験や 奇跡 が， 毎

月世 界各地 の 教会g)誕 会 で語 られて いる りで

あ る⇔ 実 に それ は，主 が末 日の啓示 り 中で言

われ た.通りであ るρ「然 り， そ の足 シ.オ.≧の地こうふく

の上 に立 ち て， わが福 音 に従 ヤ・屠 る者」ま幸福

な るか な6.そ の者 は.……天 よ り.祝福 をもて冠

を受 くべ く， また誠 に少か ちざ る誠命 とその

時々 に関 す る啓示..とを与 え らる るな り。」(教

義 と聖 約59：3-4)

醒 『

講 ：甥 饗塁

鱗 曝1…1ざ：護1紅灘
隙



断 食

喜びの賜

シ エ リル ・コ ン デ ィ ー ・ケ ン プ ト ン

断 食は私にと・て決 して従いやすい福音の
原 則で は あ りませ ん。け れ ども私 は， 定

め られ た方 法で 断 食 をきち ん と行 なお うと1

年 前に， 決 心 しま した。 心 を新 た に した私 は ，

な ん とか して 断 食 をもっ と意 義 あ る もの に し

よ う と思 い ました。 もっ と主 に受 け 入れ られ

る， そ して 自分 の霊性 を もっ と高 め る ものに

した い と思 ったの です。

断食 日曜 日がや って きま した。 私 は土曜 日

の 午後 か ら 日曜 日の午後 の断 食証 会が 終 わ る

まで断 食 しよ うと思 い ましたが， 土 曜 日の夕

方 に軽 食が 出 る会合 に 出席す る予 定が あ りま

した。 そ こで， 計画 を変 え て，土 曜 日の夜 か

ら 日曜 日の夜 まで に しま した。

翌朝 に な りま した。 あわ た だ しい雰 囲 気 の

中 で3人 の小 さい子 供 た ちに 食事 を させ ， 日

曜学校 の支 度 をさせ て い る うちに，私 はつ い

断 食の こ と.を忘 れ て，指 先 につ い たは ちみつ

をなめ ，パ ンの残 りを口に運 ん で し まいま し

た。 それ に気づ い た時，私 はが っか り し， そ

の 日の断 食は あ きらめ て しまい ました。

断 食 を しなか った償 い と して その週 の うち

にいつ か 断食 を しよ う と思 い ま したが ，結 局

その週 は お ろか ， 月内 に も断食 は で きませ ん

で した 。 その うち， 次の 断 食 日曜 日が 近づ い

て きま した。

この 時 はいつ も と少 し違 って い ま した。 ス

ペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大 管長 の要 請 で，

一部 の地 方 の異常 寒 波や豪 雪
， あ るい はかん

ばつ な どの天 候 の こ とをお祈 りす る断 食 日だ

ったの です 。 自分 も数 百 万の 教会 員 と一 緒 に

神 の予 言者 の指示 に従 って断 食 を して いるの

だ と考 え る と，心 が 躍 る よ うで， 断食 をす る

励 み に な りました。

ところが， た だ24時 間 飲 食物 を取 らなか っ

た とい っこ とだ け で， 心 の満 足 は得 られ ませ

ん で した。 いつ もの 日曜 日 と大 して変 わ らな

か った か らです 。断 食が 大切 な らばいつ も と

違 って もよいは ず なの に と思 い ま した。で も

断 食が 大切 な こ とはわか ってい ますか ら， き

っ と自分 の 断食 の仕 方が 間違 ってい るに違 い

な い とい う結論 を下 しま した。

そ こで私 は， 断 食の 原則 と方法 につ いて聖

典 を勉 強す るこ とに し ました。

それ か ら， 聖典 を読 むの と並行 して， 現代

の予 言 者 た ちか ら出 されて い る断食の 指示 を

読 み ま した。 は っき りと言 われ てい るのは，

2食 続 けて 飲 食物 を取 らず， 断 食証会 に出席

し， 惜 しみ な く断 食献金 を納 め るのが 断食 日

を正 しく守 るこ とだ とい うこ とで した。

その こ とを知 って，正 し く断 食 したい とい

う気持 ちを強 くした私 は，学 ん だ言葉 を試 し

てみ る用意 が で きま した。私 は 断食 の律法 を

理解 し， この律 法 を文字 通 り守 れ る とい うこ
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とを知 ってい ま した。 しか し， 本 当 に私 たち

の生 活 を変 えるの は律 法 の精神 です 。私 は断

食 の精神 を身 につけ るために， 次 の5つ の こ

とに特 に気 を配 る こ とに しま した。

1.神 と隣 人 に対す る愛 の精神

最 も大切 な この 目標 を達 成 す るため に は，

いつ も注意 を払 い，努 力 す る必要 が あ ります 。

時 によ っては 人 を愛 す る こ とは容 易 では あ り

ませ ん。 それ ばか りで な く， 愛 そ う とい う気

持 ちがなか なか 感 じられ な い こ とさえあ りま

す。 また，神 に対す る自分の 愛 を考 え る と，

自分 の愛が 貧弱 で乏 しい こ とを感 じて悩 むば

か りです 。

2.犠 牲 と奉仕 の精 神

断食献金 を納 め る こ とは この精 神 の ひ とつ

の表 われ です。 自分 の証 を人々 に話 すの もそ

うです。 自分が 受け て い る豊 か な祝福 を，機

会 を見つ けて 周囲 の人々 に分 か つ こ とが 大切

です 。私 は，本 当 の犠牲 とは ど うい うものか

わか っ ていな い と感 じる こ とが 時々 あ ります 。

3.聖 徒 間の兄 弟愛 とフ ェロー シ ップ の精神

断食 した時 に，教 会員 との一致 を感 じ， そ

の一 致 に よって力づ け られ る こ とは 大 きな喜

びです。

4.神 との交 わ りの精神

月に1日 ， 気 を散 らされず に(た だ し，3

人の子供 は別 です 。 まだ小 さ くて私 に協 力 で

き ませ ん)， 「ひたす ら神 の栄 光 を仰 ぎ見 て」，

神 の宮 な る体 を清 め，心 を清め る良 い機 会が

与 え られて い ます 。

5.自 制 の精神

私 に とって断食 の実 践 は， 自分 の心 を主 の

み こころに従 わせ て霊 の 力 を強 め， 自分 の体

を訓練 し，主 のみ 旨 に添 わな い行 な い と思 い

を悔 い改め よ う とす る一 種 の謙 孫 さの表 明 で

す 。

私は これ らの こ とを よ く考 えて 断食 しま し

た。最初 ， それ まで 自分 の悩 みの種 とな って

いた ある誘惑 につ い て， それ に耐 え られ るよ

うに断 食 し祈 りま した。 その結 果 は まる で奇

跡で した。誘 惑 に耐 え られた だけ で な く， そ
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れが 誘惑 でな くな って しまった のです 。 罪 を

犯 さず にす んだ上 に， その よ うな こ とをす る

気持 ちが 消 え たの で した。 その よ うに，祝 福

は直 ちに私 に与 え られ たの で した。

それか ら1ヵ 月 と経 たな い内 に，私 は 自分

の成 長 のた め に また断 食 を しな けれ ば と考 え

ま した。 その時 は， そ れ まで決心 しか ね てい

た あ る事 柄 につ い て断食 し祈 りま した。 どち

ら を取 るか， 優 劣 をつけ られ ず，何 週 間 も迷

って いた問題 で した。 ところが 断食 をして祈

った後， 自分 のなす べ き こ とが 急に わか って，

そ れが最 善 の選 択か ど うか と悩 む こ とが な く

な っ たの です。

私 は断 食 を した後 ， どん な食物 が 自分 に よ

いか はっ き りとわか りま した。何 だか 自分 の

体 が前 よ り聖 くな っ たよ うに思 われ て，体 に

悪 い物や 不要 な物 は食べ た くな い とい う気 持

ちに な りま した。断 食 のおか げ で， 私 た ちの

体 の栄養 にな る食べ 物が 何 で，健康 を損 う も

のが何 か とい うこ とが わか った よ うな気 も し

ます 。

頭 がす っ き りして回転 が早 くな った よ うに

も思 い ま した。神 殿 に行 く時 に は， ひ とつ の

目的 に集 中す る力が 増 しま した 。断 食 をす る

と体 力が 衰 え る よ うに感 じます が， その あ と

で能 率 よ く仕 事 が で き， 持 久力 が増 した よ う

に 思 い ます 。

また， 夫や 子 供 た ちに対 してや さ しい気持

ちに な り， 愛 と思 いや りが増 す の を感 じま し

た。聖餐 会 で 目に涙 す る こ とが 多 くな り， 聖

餐 会 を感謝 す る気持 ちが強 くな りま した。会

その もの は前 と違 わ ない と思 い ます が，私 の

心 が霊 的 な感受 性 を増 したせ いで しょ う。

断 食 を した結 果受 け た もうひ とつ の大切 な

祝福 は，悪 い 力や誘 惑 を感知 す る能 力が 増 し，

無 意識 の 内に その よ うな誘惑 を避 け るよ うに

な った こ とです 。

主 が望 んで お られ る よ うな断 食 を しよ う と

努 力 を始め て か ら， 断食 の助 け に な るこ とを

幾 つ か発 見 し ました。 そ の内の 幾つ か を次 に

あげ てみ ます 。



1.家 族が 一緒 に 断食す る

神 権 者 の模 範 か ら力 と励 ま しを得 て，互 い

に 支 え合 って下 さい。飲 食物 を断つ ことが 無

理 な年 齢 の子供 もほか の こ とで参加 で き ます。

例 えば， 祈 り， 聖典 を読 み， 歌 い，祝福 を数

えあ げ， 人々 に奉仕 す る こ とが で き ます。

2.人 々 に奉 仕 し， 犠牲 を払 う具 体 的な計 画

を立 てる

いつ も惜 しみ な く断食 献金 を納 め， また主

の み ここ ろにか な う奉 仕 と して ほか に どの よ

うな ものが あ るか を主に伺 う。

3.よ く準備 を整 え， 体 を動 かす こ とを最 小

限 に とどめ る。

その ため に私 は，子 供 の服や 食べ 物 を前 も

って用意 して います 。 また，土 曜 日の 断食 を

始め る前 に， 日曜 日にふ さわ しい生 活 の で き

る準 備 をす る よ うに努 め てい ます 。'

4.よ く準備 を整 え， い らだつ こ との ない よ

うに してお く。

急 がせ な くて よい よ うに，教 会 の集会 に は

充分 な時 間の余 裕 を もっ て出か け ます。

5.熱 心 に祈 る時 間 を持 つ

3人 の 小 さな子供 が いて何 か と気 を配 らな

け れば な りませ んが ，時 に応 じて， 家 族全 員

で祈 った り，子 供が 寝 て いる間 に夫 とふ た り

で祈 った り， またひ とりが子 供 を見 て い る問

に もうひ と りが祈 つた りします 。個 人の祈 り

に心 を打 ち込め る一 番良 い 時間 は，私 の場 合

は夜 中 です 。

6.特 別 な 目的 や祝福 の ため に断 食 と祈 りを

行 な う

個 人的 なこ と， 家族 の 問題 他 の人 の ため，

また天候 な どの ように全教 会や 国全 体 に関係

す る こ と.など様 々です 。

7.罪 を悔 い改め る

ど うす れ ば変 われ るか， 霊感 と力.を求 め ま

す。 また， 償 い を して， 相 手 に赦 して もら う

ため の方法 を考 え ます 。

8.聖 典 を読 み，研 究 し， 考 え る

まだ理解 で きて い ない こ とを知 る ように努

め ます 。夫 に も手伝 って も らってポ 疑問 な点

をは っき りさせ ます 。聖典 を通 して読 む の も

よいです が， テ ーマ を決 めて それ につ いて読

むの もよい と思 い ます 。子 供が 聖典 を理解 し，

大好 きに な る よ うに導 く方 法 を考 え ます。

9.神 をほめ た た える

祝福 を神 に 感謝 し ます。 賛 美の歌 を歌 い，

神 の導 き をいた だい てい る こ とを喜 び， 人々

に神 が愛 に満 ち た御 方 で あ るこ とを証 します。

10.障 害 を避 け る

土 曜 日の晩 の結婚 披 露宴 ，パ ーテ ィー， 夕

食会， ス ポー ツ， 日曜 日の食事会 な どは， 断

食や 霊 的 な交 わ りに支 障 を来す か も しれ ませ

ん。

11.自 分 の経験 を 日記 に記 す

神へ の賛 美， 悔 い改め たこ と， 変 え よ うと

思 うこ と， 聖典 を読 ん だ感 想，奉仕 計 画，毎

月の断 食 の 目的， 自分 の証 な ど。 この ような

こ とをいつ も 日記 に書 いて いれ ば， 自分 の証

を強 く保 ち， 自分が 変 わ る動機 づ け とな り，

子供 や孫 に 霊感 を与 える力 強い手段 とな りま

す 。 自分 に 起 きた奇 跡は す ぐに記憶 か ら消 え

て ゆ きます が， 日記 は その 出来事 をあ ざや か

に よみが え らせ， 奇 跡の 日々 で ある永遠 の生

命 を渇望 す る気持 ち を抱 かせ て くれ ます 。

私 の断 食 は まだ 「喜 び と祈 り」 であ る と言

え る程完 全 な もので はあ りませ んが ，1年 前

よ りはず っ と理 想に近 づ い た と思 い ます。 神

が生 きてお られ て，私 た ちが神 の子供 で，神

は私 た ちが幸せ にな る よ うに望 ん でお られ る

こ とを知 るのは大 きな喜 びです 。 そ して今，

私 は その喜 び を得 る大切 なひ とつの要 素が 断

食で あ る と確信 して い ます 。 あ らゆる弱 さ を

な くし，す べ ての才 能 を伸 ば し， 完全 な者 と

なっ て天 父に再 び まみ え るため には， この よ

うな断 食 をす る こ とが 本 当に大切 だ と思 うの

です。 神の み も とに帰 る道 を見 いだす 強力 な

てだて と して， 断 食 を啓示 して下 さった神 に

心 か ら感謝 い た します 。
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教会の

活力の基

大管 長

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

証 は・私たち十二使徒だけが述べるもので
はな い。 これは すべ ての教 会 員 に大切 な

もの であ る。 … …私 は初等 協 会や 日曜 学校 に

出席 して いた小 さい 頃に証 を述 べ た こ とを今

も覚 えて いる。証 を述べ る こ とは基 本 的 なこ

とで あ り，極 め て重要 で あ る。… …小 さ い子

供 が証 を述べ るな どばか ばか しい， 子供 に 物

事 の真偽 な どわか るはずが な い と言 う人々 が
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い る。確 か に子供 の知 識 には 限 りが あ る。 し

か し子供 に も感情 は あ る。証 は単 な る事 実 の

集積 で はな く，感 情 であ る。証 は心 の 内か ら

生 じる。 そ して それ は一番 大切 な もの で ある。

……教 会 貝 はだ れで も証 を持 って い る
。伝 道

部 長 た ちは集 まれ ば それ ぞれ に証 を述べ 合 う。

また， ど こで どんな に少 人数 であ って， 教 会

員が集 まれば， くつ ろい だ場 であれ 公式 の場



であれ互 いに証 の交 換が ある。

私 た ち十 二使徒 も気楽 に証 を述 べ る。私 は

十二 使徒 に 召 されて18年 半 にな るが， そ の間，

年 に4回 ずつ証 会 が あ った。早 朝 に私 た ち十

二 使徒 は教 会 本部 か らそ う遠 くない神 殿へ行

き， ……4階 の部屋 に集 まる。 この部 屋 に は

古 い 皮 張 りの椅子 が12脚 あ る。 非常 に古 い

椅子 であ る。少 な くとも半 世紀 は使 用 され て

きた こ とであ ろ う。皮 がす り減 って いるが，

まだ まだ座 り心 地の 良 い椅子 で， それが半 円

形 に並 べ られて い る。 そ して，傍 らに書記 が

い る。 ス ミス会長 が 片端 に着 席 し，一 番新 し

い十 二使徒 が 反対 側 の端 に座 る。 つ ま り，12

人が 馬蹄 形 に着 席 す る。 それか ら歌 を歌 う。

伴 奏 は リー 兄弟 が 行 な う。 彼が 指揮 をす る時

は私が オル ガン を弾 く。足 踏み 式 の小 さな オ

ル ガ ンで あ る。 私 た ちは主 のみ た ま を求 め て

心 か ら熱心 に祈 り， それか ら前 回 の集 会 の議

事録 の 発表 を聞 く。議事 録 を読 み上 げ るのに

15分 か ら20分 か か るが …… 聞い て いて 胸が 躍

るよ うで あ る。3ヵ 月前 に聞 い た兄弟 た ちの

証 を も う一 度聞 くので あ る。

それか ら十 二使 徒 会長 の ス ミス長老 が， た

い てい は起 立 して，聖 典 を片 手 に私 た ちに聖

典 に基づ い た話 をす る。 それ は丁 度エ マ オ岱

向か う道 でふ た りの 弟子 に主 が聖 書 を説 き明

か され た情景 に非 常 に よ く似 てい ると思 う。…

私 た ちは 断食 を して その証 会に 出席 し， ふ

た りの使徒 に よって祝 福 され たパ ン と水 を受

け る。 それか ら証 が始 まる。証 を述べ るの は

私 たち12名 だけ だが，3時 間 か ら4時 間か か

る。私 が この こ とをお話す るの は，証 が土 台

で あ り， 教会 活動 の重 要 な要 素 であ る こ とを

知 って いた だ きた いか らで あ る。 十二 使徒 た

ちが 互 いに証 を述 べ合 い， 主 へ の感謝 を語 る

こ とが 必要 で あ る とすれ ば，.宣 教 師 たち も，

励 ま し と霊 感 と力 を得 て炎 を燃や し続 け るた

め に証 を述べ 合 うこ とが 必要 な ので はない だ

ろ っか。 それか ら私 た ち十二使 徒 は また歌 を

歌 い，祈 りを捧 げ， おの お の仕 事 に戻 る。

また， 半年 ご とに 開か れ る総 大会 の 前の木

曜 日に証 会が行 なわ れ る。 神殿 内 の大管長 会

と十二 使徒 会 の部屋 で開か れ る その会 には，

教会 幹 部が 全 貝 出席す る。 ……正 面 に大管 長

の 席が あ る。 この席 に座 るのは 主の予 言者 だ

け で あ る。 大管 長不 在 の時 には 副管長 が 司会

をす る。 しか し，副 管長 は大管 長 の席 では な

く自分 の 席 に座 って 司会 す る …… 。

ふ た りの兄 弟， 普通 は十二使 徒 の兄 弟た ち

が聖餐 を執 行す る。(一 同 は断 食 をしている。)

それ か ら証 会 が あ り， 大祝 福師 ，管理 監督 会

か ら1名 ， 七 十 人か ら1名 ，十 二使徒 補助 か

ら1名 ，十 二使 徒 か ら1名 な い し数 名，大 管

長 会の 全員 が証 を述 べ る。全 員 の素晴 ら しい

証 を しめ くくる よ うに最 後 に主 の予言 者の証

を聞 くのは栄 えあ る経験 で ある。 予言者 が そ

の場 に 立 って， 「私 は これが真 実であることを

知 って い ます。 主 は祈 りに答 えて下 さいます。

主 は私 た ち にみ 旨 とみ ここ ろを啓示 して下 さ

い ます 』 と語 る言 葉 を，私 は決 して忘 れない。

私 が これ をお 話す るわけ は，証 を述べ るこ

とが 宣教 師 だけ に とどま らない大切 な事 柄 で

あ る とい う こ とを知 っ てい ただ きた いため で

あ る。 これ は教 会 のプ ロ グラム であ る。証 に

は 力が あ る。… … これ は この組織 と教 会の 活

力 の基 で あ る。」(7劾B6痂 η5勿 沈 「ザ ・ベ

ル リン ・ズ ピ リッ ト」1962年1月 号)

(キ ンボール大管長が十二使徒評議員会会長

であった当時，証 を述べ ることの大切 さにつ

いて，-宣教師た ちに語 った話か らの抜粋)
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1975年1月11日 の午後1時35分 ・近 所 の

店へ 買 い物 に行 く途 中 での こ とで した。

歩道 を歩 いて い る と，時 速60キ ロ以上 の ス

ピー ドで 走っ て きた 自動 車が 運転 を誤 り，

私 は その 自動 車 と電 柱 の間 には さまれ て し

まいま した。 た また まその場 に 警察 官が 居

合 わせ，す ぐに 無線 で救 急車 の手 配 をしてく

れ ま した。 それか 与 私 を助 け出 して くれ

ま した。特 に私 の 足の けが は ひ ど く， 止血

が必要 で した 。け れ ど も， 止血 帯 を当 て る

こ ともで きない状 態 で した。病 院 に着 いた

時，私 は すで に仮死 状態 で した。 けれ ども，

先生方 の 懸命 な努 力の お陰 で どうにか一 命

を とり とめ るこ とがで きま した。私 は監 督

か ら素 晴 らしい祝福 を受 け た後， 手 術室 に

運 ばれ ま した。 多分 足 を切 断す るこ とに な

るだ ろ う と， 先生 はお っ しゃっ てい ま した。

その 時，事 故現 場 の調 査官 が10セ ンチ程 の

長 さの大腿 骨 の一 部 を見つ け て急 い で病 院

に届 けて下 さい ました。私 の 足 を残 す か ど

うか の決 定 をす る とい う時に， その骨 が手

術 室 に届 い たの です。 結局 私 は 足 を失 い ま

したが， も しそ の時す ぐに足 を切 断 して い

た ら，15セ ンチ余 りの太 ももの部分 を残す

こ とさえで きなか ったは ず です 。

事 故の 後， 大勢 の友 人や 親戚 が私 と家族

の ため にい ろ いろ して下 さ い ま した。 ワー

ド部 の 人々 のお 陰で， 両親 は数 ヵ月間 ，私

に付 添 うこ とが で き ました。 またワー ド部

の人 々は 私 た ちに食事 を運 ん で下 さった り，

お世話 を して下 さ った り， 大 きな愛 と心 遣

い を示 して下 さい ま した 。
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私が 初め て ミューチ ャル に 出席 した のは，

翌年 入 って くる少年 少女 を招 待 して行 なわ

れ た年 度末 の親 睦会 の時 です 。招 待 を受 け

た時， 私 は とて も驚 き ました。 手術 の合 間

に数 日間帰 宅 した だけ で また病 院に戻 らな

け れば な りませ ん で した し， 車椅 子 を使 っ

て い たか らです 。 みん なは それ で も よい と

言 って くれ ま した。 そ こで私 はみ ん なに助

け られ て 出席 しま した。 とて も楽 しい会 で

した。

新 年度 にな り， 私 は また病 院暮 ら しに戻

らなけ れば な らなか ったに もかか わ らず，

ビーハ イブ クラス の第2副 会 長 に召 され ま

した。 その年 ， クラス の人 々は私 の ため に

本 当に 良 くして くれ ま した。 監督 の家 で行

なわれ た集 会 に私 が出 席 で きなかった時 ，皆

は その会 の最 初 か ら最 後 まで録音 して くれ

ま した 。新年 度 パー テ ィー の様子 もテー プ

に録 音 して， 病 院 に持 って きて くれ， み ん

な で一 緒 に聞 き ました。

私 が松 葉杖 で病 院か ら出 られ る よ うに な

る と， ステ ー キ部 の ビーハ イブア ドバ イザ

ーか ら 「リン ゴの種」 とい う劇 に出 る よ う

に頼 まれ ま した。私 は その こ とで， 自分 は

愛 され て い る， 自分 は必要 なのだ と感 じま

した。

つ ら く苦 しい9ヵ 月間 に， 足 を残す ため

34回 も手 術 を受 け た後 で， 先 生は 足の切 断

を勧 め ました。私 は両 親や 天 のお 父様 の助

け に よって， 切 断手術 の決 心 を しました。

1975年9丹24日 ，.12歳 の こ とで した。 それ

を知 った ク ラス の人 々は， 親切 に 「ど ちら

で も違 いは な いわ」 と言 っ て くれ ま した。..

35回 目の最 後 の手術 を受 け る ため に病 院

に 入 った時 も， クラス.の人々 は レ ッス ンを

教 えて くれ た り， 元気 な顔 を見せ て私 を喜

ばせ て くれ ました。集 会 に 出.席で きな くて

も， すべ て の計画 に私 を参 加 させ て くれ ま

した。 その ため， どん な楽 しい こ とが行 な

われ てい るか わか りま した し，早 くよ くな

って 一緒 に活動 した い と思 い ました。

それか ら5ヵ 月ほ ど して， ワー ド部 では

「建 国200年 祭 春 の祭 り」 が 開か れ
，私 た

ちの クラス も参 加 を求 め られ まし孝。 もち

ろん， 私 もです。 そ の頃私 は義 足 をつ けて

い ま した。 ク ラス の友達 は， 私 が舞 台 で素

敵 に 見 え るよ うに よ く手伝 っ て くれ ま した。

舞 台 か ら退 場 して正 面 の階段 を下 りる時，

私 が あ とに残 って 目立 っ こ とのな い よ うに，

み ん なで まと まって一 緒 に下 りて くれ ま し

た。 それ が ご く自然 に見 え ま した。私 は何

か す る よ うに頼 まれ て も し りごみす る必要

が な い とい うこ とを教 え られ， 気持 ちさえ

あれ ば人 に で きる こ とは何 で も で きる こ と

を知 りま した 。

夏 にな る と， 私 は ク ラスの友 達 に 自転車

の乗 り方 を教 えて もらい ま した。6回 程転

び ま したが ， その度 に.，起 き上 が り，つ い

に 自転 車 に乗 れ る よ うに な りま した。今 で

は み んな と一 緒 にサ イ ク リングに 出かけ，

とて も楽 し く過 ご します。

去 年 の さ よな らパ ー テ ィー では水 泳 を し.

ま した。本 当 は行 きた くなか ったの ですが ，

母や 友達 に， 出席 す るだけ で もよいか ら と

勧 め られ て出 かけ ました。 それ で会場 に行

くと， み んな は とて も楽 しそ うで した。 そ

れ にっ られて私 は， 母 に電話 をかけ ，水着

を持 って きて もらい ま した。私 は義 足 をは

ず して水着 を着 て， 友達 にプー ル まで連 れ

て行 って もらい ま した。.それ はそれ は楽 し

い一 時 で した。 み ん なは よ くわか って くれ

て， 私 が恥 ずか しい思 い を しない よ うに し

て くれ ま した 。

ビーハ イブ2年 目の今 年， 私 は会長 に 召

され ま し.た。 良 い仕事 を して， 自分 が手伝

って も らった よ うに， ほか の 人々 を手伝 い

たい と思 います 。
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